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一
、
は
じ
め
に

　

前
稿
（
一
）
～
（
三
）
に
お
い
て
、
観
世
文
庫
に
伝
わ
る
西
丸
献
上
識

語
を
持
つ
謡
本
の
書
誌
を
示
し
、
こ
れ
ら
が
主
に
外
組
所
収
曲
の
謡
本
で

あ
る
点
を
ふ
ま
え
、
そ
の
前
／
後
に
位
置
す
る
刊
本
と
し
て
、
元
禄
三
年

六
月
山
本
長
兵
衛
刊
本
、
及
び
明
和
改
正
謡
本
と
の
異
同
な
ど
に
注
意
し

な
が
ら
、
そ
の
本
文
を
検
討
し
て
き
た１
。
ま
た
、「
家
重
公
御
本
」
と
記

さ
れ
た
謡
本
が
存
在
す
る
曲
目
に
つ
い
て
は
、
西
丸
献
上
識
語
本
と
の
関

係
に
つ
い
て
も
指
摘
し
た
。

　

西
丸
献
上
識
語
を
有
す
る
謡
本
で
、
検
討
し
残
し
て
い
る
曲
目
に
、〔
和

布
刈
〕・〔
大
社
〕（
以
上
、
紺
表
紙
謡
本
）・
松
山
鏡
・〔
砧
〕・〔
第
六
天
〕・

道
成
寺
・〔
嵐
山
〕（
以
上
、
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
謡
本
）・〔
逆
鉾
〕・〔
巻

絹
〕・
吉
野
天
人
・
龍
虎
・〔
橋
弁
慶
〕（
以
上
、
渋
表
紙
謡
本
）・〔
江
乃
嶋
〕

（
表
紙
闕
）
が
あ
り
、
こ
れ
ら
と
密
接
に
関
わ
る
謡
本
の
曲
目
に
、
雷
電
・

谷
行（
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
）が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、〔
和
布
刈
〕〔
大
社
〕

は
、
比
較
対
照
す
べ
き
謡
本
と
の
関
係
で
現
段
階
で
の
検
討
を
見
送
っ
て

お
り
、
識
語
が
胡
粉
で
消
さ
れ
て
い
る
道
成
寺
と
、
西
丸
で
は
な
く
二
丸

献
上
識
語
を
持
つ
〔
嵐
山
〕〔
橋
弁
慶
〕
も
、
今
は
検
討
か
ら
外
し
て
お

く
。
な
お
、
前
稿
（
一
）
で
、
一
番
綴
謡
本
「
御
裳
濯
川
」（
4
／
2
／

34
）
と
し
て
挙
げ
た
謡
本
は
、
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
に
貼
ら
れ
た
金
箔

散
題
簽
（
江
戸
後
期
の
後
補
か
）
に
「
御
裳
濯
川
」
と
書
か
れ
て
い
る
も

享
保
期
の
江
戸
城
西
丸
へ
の
謡
本
献
上
と
謡
曲
改
訂
（
四
）

高　

橋　

悠　

介
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の
の
、
本
文
は
「
第
六
天
」
に
相
当
す
る
謡
本
で
あ
っ
た
。
不
適
切
な
形

で
書
名
を
掲
出
し
た
こ
と
を
お
詫
び
し
て
訂
正
す
る２
。

　

本
稿
で
は
、
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
謡
本
の
松
山
鏡
・
雷
電
・〔
砧
〕

の
本
文
か
ら
検
討
し
、
次
に
渋
表
紙
謡
本
の
〔
巻
絹
〕・
龍
虎
、
及
び
表

紙
を
闕
く
〔
江
乃
嶋
〕
を
検
討
す
る
。
続
い
て
、
対
校
本
の
関
係
で
〔
第

六
天
〕・〔
逆
鉾
〕・
吉
野
天
人
を
ま
と
め
て
扱
っ
た
上
で
、
最
後
に
、
献

上
識
語
は
な
い
も
の
の
享
保
十
四
年
九
月
廿
六
日
の
観
世
清
親
の
奥
書
を

持
つ
、
谷
行
の
本
文
を
検
討
す
る
。
龍
虎
以
外
の
九
曲
の
本
文
は
同
筆
で

あ
る
。

　

基
本
的
に
は
、
西
丸
献
上
識
語
を
持
つ
謡
本
の
前
と
後
に
位
置
す
る
謡

本
と
し
て
、
元
禄
三
年
六
月
山
本
長
兵
衛
刊
本
と
、
明
和
改
正
謡
本
と
を

対
校
本
と
す
る
。
西
丸
献
上
識
語
を
持
つ
松
山
鏡
の
本
文
に
つ
い
て
は
、

江
戸
初
期
写
共
紙
表
紙
綴
葉
装
一
番
綴
謡
本
「
松
山
鏡
」（
観
世
文
庫
3

／
3
／
36
）
の
、
朱
筆
に
よ
る
改
訂
後
の
本
文
と
近
似
す
る
た
め
、
同
本

と
も
対
校
し
て
い
る
。
雷
電
は
、
明
和
改
正
謡
本
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い

た
め
、
元
禄
三
年
六
月
山
本
長
兵
衛
刊
本
と
の
み
対
校
し
た
。
龍
虎
は
、

元
禄
三
年
六
月
山
本
長
兵
衛
刊
本
を
補
う
形
で
、
そ
れ
と
全
く
重
な
ら
な

い
曲
目
三
十
番
を
元
禄
三
年
六
月
の
山
本
長
兵
衛
の
刊
記
を
付
し
て
出
し

た
三
十
番
本
に
入
っ
て
お
り
、
こ
の
三
十
番
本
と
対
校
し
た
。
こ
の
三
十

番
本
は
実
際
の
刊
行
年
月
は
享
保
以
降
の
可
能
性
が
高
い
と
推
測
さ
れ
て

い
る３
。

　

ま
た
、〔
第
六
天
〕・〔
逆
鉾
〕・
吉
野
天
人
は
、
番
外
謡
本
を
別
に
す
れ
ば
、

元
禄
三
年
六
月
山
本
長
兵
衛
刊
本
な
ど
の
従
来
の
外
組
本
に
は
収
め
ら
れ

て
お
ら
ず
、
明
和
改
正
謡
本
が
新
た
に
収
め
た
曲
目
で
あ
る
。
明
和
本
を

廃
止
し
た
後
も
、「
天
明
三
年
能
名
寄
」（
諸
流
書
上
。
法
政
大
学
鴻
山
文

庫
五
七
７
）
に
も
観
世
の
所
演
曲
と
し
て
掲
載
さ
れ
、
天
明
四
年
（
一
七

八
四
）六
月
山
本
長
兵
衛
刊
本
の
天
明
新
十
番
に
収
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、

よ
り
遡
る
時
代
の
対
校
本
と
し
て
、
三
百
番
本
・
四
百
番
本
と
通
称
さ
れ

る
番
外
謡
曲
集
の
版
本
を
用
い
、
後
の
時
代
の
対
校
本
と
し
て
は
、
明
和

改
正
謡
本
だ
け
で
な
く
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
六
月
山
本
長
兵
衛
刊

本
も
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

　

こ
れ
ら
対
校
に
用
い
た
謡
本
を
、
次
の
略
号
で
示
す
。

［
共
］
江
戸
初
期
写
共
紙
表
紙
綴
葉
装
一
番
綴
謡
本
「
松
山
鏡
」（
観
世
文

庫
3
／
3
／
36
）

［
三
］
貞
享
三
年
九
月
林
和
泉
掾
刊
本
（
三
百
番
本
。
版
本
番
外
謡
曲
集４
）

［
四
］
元
禄
二
年
正
月
林
和
泉
掾
刊
本
（
四
百
番
本
。
版
本
番
外
謡
曲
集
）

［
元
］
元
禄
三
年
六
月
山
本
長
兵
衛
刊
本
（
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
五
234
）

［
元
］
元
禄
三
年
六
月
山
本
長
兵
衛
刊
記
三
十
番
本
（
法
政
大
学
鴻
山
文
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庫
五
235
）　

＊
龍
虎
の
み
本
書
と
対
校
。

［
明
］
明
和
二
年
六
月
出
雲
寺
和
泉
掾
刊
本
（
観
世
文
庫
81
／
1
／
1
─

20
及
び
81
／
2
／
1
─

20
。
習
十
番
の
砧
の
み
34
／
1
／
1
）

［
天
］
天
明
四
年
六
月
山
本
長
兵
衛
刊
本
（
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
五
377
イ
）

　

西
丸
献
上
識
語
を
持
つ
本
は
、主
に
表
紙
の
色
・
模
様
か
ら
略
称
を
取
っ

て
［
石
］［
渋
］
と
し
た
が
、表
紙
を
闕
く
〔
江
乃
嶋
〕
は
［
西
］
と
し
た
。

／
で
区
切
っ
て
示
し
た
数
字
は
、
観
世
文
庫
で
の
整
理
番
号
で
あ
る
。

　

校
異
の
掲
出
方
法
は
、前
稿
に
倣
っ
て
い
る
。当
該
校
異
の
位
置
は［
元
］

元
禄
三
年
六
月
山
本
長
兵
衛
刊
本
で
の
丁
付
に
よ
り
示
し
た
が
、
吉
野
天

人
で
は
［
三
］
貞
享
三
年
九
月
林
和
泉
掾
刊
番
外
謡
本
、〔
第
六
天
〕・〔
逆

鉾
〕
で
は
［
四
］
元
禄
二
年
正
月
林
和
泉
掾
刊
番
外
謡
本
で
の
丁
付
に
よ

り
示
し
た
。［　

］
内
に
複
数
の
伝
本
が
示
さ
れ
て
い
る
場
合
、
表
記
は

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
場
合
も
あ
る
が
、
最
初
に
挙
げ
た
本
の
本
文
を
掲
出
し

て
い
る
。
漢
字
の
宛
て
方
や
仮
名
づ
か
い
が
異
な
っ
て
い
て
も
、
謡
う
際

に
ほ
ぼ
同
じ
音
に
な
る
詞
は
、
原
則
的
に
校
異
に
取
ら
な
い
が
、
そ
う
し

た
場
合
で
も
、意
味
が
大
き
く
変
わ
る
用
字
の
場
合
の
み
掲
出
し
て
い
る
。

掲
出
す
る
校
異
の
本
文
に
つ
い
て
、
役
名
や
地
謡
は
原
則
的
に
は
示
し
て

い
な
い
が
、
掲
出
文
の
途
中
で
役
が
替
わ
っ
て
い
る
時
の
み
、
役
名
も
示

し
て
い
る
。二

、
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
・
五
番
綴
本
の

「
松
山
鏡
」「
雷
電
」
と
一
番
綴
本
「〔
砧
〕」

◆
松
山
鏡

　

松
山
鏡
を
収
め
る
謡
本
は
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
の
五
番
綴
本
で
、「
源

太
夫
・
橋
弁
慶
・
三
山
・
松
山
鏡
・
雷
電
」
の
五
曲
を
収
め
る
が
、
こ
の

う
ち
「
松
山
鏡
」
末
尾
に
「
享
保
十
四
年
七
月
七
日　

清
親
／
西
丸
御
本

へ
右
之
通
章
并
ニ
持
當
リ
相
納
／
大
久
保
伊
勢
守
殿
迄
差
上
ル
也
」
と
朱

書
、「
雷
電
」
の
末
尾
に
「
享
保
十
五
年
十
一
月
八
日
ニ
去
ル
方
よ
り
申

来
リ
十
一
日
書
」
と
清
親
の
墨
書
が
あ
る
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
観
世
文
庫
の
江
戸
初
期
写
共
紙
表
紙
綴
葉
装
一
番

綴
謡
本「
松
山
鏡
」（
3
／
3
／
36
）に
朱
で
書
入
れ
ら
れ
た
改
訂
本
文
が
、

西
丸
献
上
識
語
本
の
改
訂
本
文
に
近
似
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
江
戸

初
期
写
本
も
合
わ
せ
て
対
校
結
果
を
示
し
た
。
た
だ
し
、
同
書
に
は
朱
・

墨
・
緑
等
の
筆
に
よ
る
書
入
れ
が
か
な
り
多
く
、
そ
れ
ら
全
て
を
掲
出
す

る
と
煩
雑
に
な
る
た
め
、
西
丸
献
上
識
語
本
と
元
禄
三
年
六
月
刊
本
及
び

明
和
改
正
謡
本
と
の
異
同
が
あ
る
箇
所
に
限
り
、
こ
の
江
戸
初
期
写
本
の
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本
文
及
び
改
訂
書
入
れ
を
［
共
］
と
し
て
示
す
こ
と
に
す
る
。
江
戸
初
期

の
も
と
の
本
文
よ
り
も
、
朱
の
書
入
れ
と
の
共
通
性
に
着
目
す
る
こ
と
か

ら
、掲
出
順
は
［
元
］［
石
］［
共
］［
明
］
と
す
る
。［
共
］
の
本
文
に
は
、

墨
・
朱
・
緑
の
筆
に
よ
る
校
合
の
書
入
れ
が
同
時
に
加
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
正
確
に
示
す
の
が
難
し
い
た
め
、
主
に
本
文
改
訂
に
関
わ
る

朱
の
傍
記
を
中
心
に
示
し
、
朱
以
外
も
含
め
た
傍
記
の
状
態
は
、
そ
の
後

の
（　

）
内
で
説
明
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

こ
の
江
戸
初
期
写
綴
葉
装
謡
本
「
松
山
鏡
」（
3
／
3
／
36
）５
の
書
誌

は
以
下
の
通
り
。
本
文
共
紙
表
紙
（
二
六
・
六
×
一
九
・
一
糎
）
左
上
に

小
さ
く
「
松
山
鏡
」
と
曲
名
を
直
書
す
る
。
そ
の
少
し
下
に
漢
字
一
字
の

残
画
が
残
る
が
読
み
づ
ら
い
。
ま
た
、表
紙
左
端
の
中
程
に
「
七
冊
之
内
」

と
あ
り
、
表
紙
上
部
中
央
に
小
さ
く
「
外
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
内
題

は
な
い
。
綴
葉
装
一
帖
で
、
周
囲
を
化
粧
裁
ち
し
て
い
な
い
と
い
う
特
色

が
あ
り
、
全
十
四
丁
（
墨
付
十
四
丁
）。
野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究

所
編
「
観
世
宗
家
所
蔵
文
書
目
録
（
付
解
題
）６」
に
、

　
「
御
家
流
書
体
で
片
面
六
行
書
。
節
付
黒
雪
風
。
上
部
や
左
右
に

余
白
を
多
く
と
っ
た
書
入
れ
用
の
本
ら
し
く
、
周
囲
も
截
断
し
な
い

ま
ま
の
未
装
本
。
朱
墨
両
筆
に
よ
る
本
文
訂
正
が
す
こ
ぶ
る
多
く
、

ま
た
サ
シ
・
ク
セ
以
下
に
は
墨
筆
の
節
付
の
他
に
四
色
に
色
分
け
し

た
節
付
校
合
が
あ
る
。
そ
の
上
部
に
「
忠
親
」（
薄
紫
）、「
清
親
」（
淡

黄
）、「
重
成
」（
焦
茶
）、「
重
記
か
」（
藍
）
と
色
分
け
し
た
注
記
が

あ
る
の
は
、
各
色
の
節
付
の
原
本
を
注
し
た
も
の
。
原
形
は
江
戸
初

期
の
本
で
、
節
付
校
合
が
元
章
時
代
ら
し
い
。」

と
あ
る
通
り
、
代
々
の
観
世
大
夫
に
関
わ
る
諸
本
を
参
照
し
、
節
付
に
つ

い
て
は
校
合
結
果
を
色
分
け
し
て
注
記
し
て
い
る
。
本
文
改
訂
は
、
朱
と

墨
に
よ
る
も
の
が
中
心
だ
が
、一
部
に
緑
色
の
筆
に
よ
る
傍
記
も
あ
り（
節

付
校
合
に
用
い
た
四
本
の
う
ち
の
い
ず
れ
の
本
文
で
あ
ろ
う
）
も
あ
り
、

こ
れ
は
改
訂
で
な
く
校
合
結
果
の
書
入
れ
と
み
ら
れ
る
。
朱
墨
に
よ
る
改

訂
本
文
が
ど
の
観
世
大
夫
の
段
階
の
も
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
元

禄
三
年
六
月
山
本
長
兵
衛
刊
本
の
本
文
と
の
相
違
点
や
、
清
親
本
を
用
い

た
節
付
注
記
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
る
と
、
十
四
世
清
親
か
十
五
世

元
章
の
段
階
の
可
能
性
が
高
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
元
章
の
関
与
の
も

と
刊
行
さ
れ
た
明
和
改
正
謡
本
と
は
一
致
し
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
清

親
段
階
の
本
文
の
可
能
性
は
充
分
に
あ
ろ
う
。

　

以
下
、
元
禄
三
年
六
月
山
本
長
兵
衛
刊
本
、
江
戸
初
期
写
共
紙
表
紙
綴

葉
装
一
番
綴
謡
本
、
明
和
改
正
謡
本
と
の
校
異
を
示
す
。

＊
［
石
］
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
五
番
綴
謡
本
「
源
太
夫
・
橋
弁
慶
・
三
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山
・
松
山
鏡
・
雷
電
」（
75
／
8
）

［
共
］
江
戸
初
期
写
共
紙
表
紙
綴
葉
装
謡
本
「
松
山
鏡
」（
3
／
3
／
36
）

【
１
オ
】

［
元
石
］
住
居
仕
も
の

［
共
］
住
居
仕スル者
（「
仕
」
に
「
ス
ル
」
と
朱
傍
記
）

［
明
］
住
居
す
る
者

［
元
］
扨
も
我

［
石
明
］
扨
も
某

［
共
］
扨
も
我某
（「
我
」
に
朱
の
抹
消
符
を
付
し
、朱
墨
重
ね
書
き
で
「
某
」

と
傍
記
）

［
元
］
又
忘
形
見
に
姫
を
一
人
持
て
候
か

［
石
］
又
其
忘
れ
形
見
に
、
姫
を
一
人
持
て
候
か

［
共
］
又
其
忘
レ
形
見
に
姫
を
一
人
持
て
候
か
（「
其
」
に
朱
墨
の
見
消
線
）

［
明
］
ま
た
忘
れ
が
た
み
の
女
子
一
人
候
が

［
元
石
］
た
い
の
屋
を
作
り
片
原
に
置
て
候

［
共
］
た
イひい
の

イ

屋
を
作
り
片
原
に
置
キ
て
候
（「
ひ
」
の
左
右
に
緑
・
朱
・

墨
で
三
箇
所
「
い
」
と
傍
記
、「
片
原
に
」
に
朱
墨
の
見
消
線
、「
キ
」
は
緑
）

［
明
］
持
仏
堂
の
か
た
は
ら
を
し
つ
ら
ひ
住
せ
置
て
候

［
元
］
今
日
は
彼
か
母
の
め
い
日

［
石
］
又
今
日
は彼
か

母

の

か
れ
か
母
の
名
日
（［
石
］
は
「
又
」
傍
記
）

［
共
］又又
今
日
は
妻か
れ

か

母

の

に
て
候
者
の
め

か

れ

か

母

の

い
に
ち（「
又
」は
朱
と
緑
で
傍
記
。「
妻

に
て
候
者
の
」
に
朱
墨
の
見
消
線
を
付
し
、
墨
で
「
彼
か
母
の
」、
朱
と

緑
で
「
か
れ
か
母
の
」
と
傍
記
）

［
明
］
又
今
日
は
母
の
命
日

【
１
ウ
】

［
元
］
持
仏
堂
に
立
出
、
焼
香
せ
は
や
と
存
候

［
石
］
持
仏
堂
に
立
出
焼
香
せ
は
や
と
思
候存
候

［
共
］
持
仏
堂
に
立
出
出
　
越、

焼
香
せ
は
や
とお

も
ひ
候

存思ひ
候候
（「
出
」
に
抹
消
符
を
付
し

墨
で
「
越
」
と
傍
記
、
そ
の
上
に
「
出
」
と
朱
で
傍
記
。「
存
候
」
に
朱

の
抹
消
符
を
付
し
、
右
に
大
き
く
「
思
ひ
候
」
と
朱
傍
記
、
そ
の
右
に
小

さ
く
「
存
候
」
と
朱
傍
記
、
左
に
緑
で
「
お
も
ひ
候
」
と
傍
記
）

［
明
］
持
仏
堂
に
参
り
焼
香
せ
は
や
と
思
ひ
候
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［
元
石
共
］
雲
と
な
り
雨
と
な
る
、
や
う
た
い
の
時
と
ゝ
め
か
た
く
、
花

と
ち
り
雪
と
き
え
、
き
む
こ
く
の
は
る
ゆ
く
ゑ
も
な
し
（
た
だ
し
［
共
］

は
「
雨
と
な
る
」
を
「
雨
と
な
り
」
と
す
る
）

［
明
］（
ナ
シ
）

［
元
石
共
］
月
日
の
道
に
関
守
な
け
れ
は

［
明
］
う
つ
ゝ
な
や
月
日
の
道
に
関
も
な
け
れ
ば

［
元
石
共
］
母
御
に
離
れ
て
こ
と
し
は
は
や
、
既
三
と
せ
の
其
日
な
り

［
明
］
母
御
に
は
な
れ
ま
い
ら
せ
て
、
今
日
は
三
年
の
其
日
な
り
、
あ
ら

御
な
つ
か
し
や
候

［
元
］
あ
ら
む
さ
ん
や
候

［
石
明
］
荒
無
慙
や

［
共
］
あ
ら
無
慙
や
候
（「
や
」
の
右
下
に
朱
で
「
候
」
と
傍
記
）

【
２
オ
】

［
元
］
い
か
に
姫
有
か

［
石
共
］
い
か
に
姫
か
有
か
（［
共
］
は
「
い
か
に
姫
」
に
朱
墨
で
「
か
有

か
」
と
傍
記
し
、
線
で
繋
ぎ
挿
入
）

［
明
］
如
何
に
姫

［
元
］
父
か
来
り
た
る
に
持
仏
堂
の
戸
を
開
き
候
へ

［
石
明
］
父
か
来
り
た
る
そ
持
仏
堂
を
明
候
へ

［
共
］△
持父か
来
り
た
る
そ
△

佛
堂
の
戸
を
明
候
へ（「
父
か
来
り
た
る
そ
」を
朱
傍
記
で
挿
入
。

「
の
戸
」
に
墨
で
抹
消
符
）

［
元
石
］
何
と
や
ら
ん

［
共
］
何
哉
覧
（
本
行
で
は
な
く
傍
記
の
一
部
）

［
明
］
何
や
ら
ん

［
元
］
物
を
立
か
く
す
や
う
に
見
え
て
候

［
石
］
物
を
た
ち
隠
す
様
に
候
、
い
か
に
姫
（「
い
か
に
姫
」
傍
記
）

［
共
］
物
を
た
ち
隠
す
様
に
候
、
い
か
に
姫
（
全
て
傍
記
の
一
部
。「
物
を

た
ち
隠
す
」
ま
で
で
は
朱
墨
重
ね
書
き
で
、
そ
こ
か
ら
「
け
し
き
の
み
見

て
候
は
い
か
に
」
と
続
く
墨
書
と
、「
様
に
候
、
い
か
に
姫
○
」
と
続
く

朱
書
に
分
か
れ
る
。）
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［
明
］
様
な
る
は
い
か
に

＊
［
元
］
２
オ
４
行
目
「
扨
も
汝
か
母
に
を
く
れ
し
時
」
以
下
、
２
ウ
６

行
目
「
も
の
を
た
ち
か
く
す
け
し
き
の
見
え
て
候
」
ま
で
、［
明
］
ナ
シ
。

こ
の
部
分
、［
元
］［
石
］［
共
］
の
み
対
校
す
る
。

［
元
］
諫
に
よ
つ
て

［
石
］
諫
に
よ
り

［
共
］
申
イ
サ
メに

よよ
りつ

て
（「
申
」
に
「
イ
サ
メ
」
と
朱
傍
記
。「
よ
つ
て
」
に

朱
の
見
消
線
を
付
し
「
よ
り
」
と
傍
記
）

【
２
ウ
】

［
元
］
父
か
来
り
て
姫
は
と
と
は
ゝ

［
石
］
適
父
か
来
り
て
姫
よ
と
呼
は

［
共
］
適
父
か
来
り

てて
姫
か
と

よ
と
よ
は
ゝ

言よと
呼
は葉を

か
け
は
（「
来
り
」
の
下
の
左
右
に

朱
と
緑
で
「
て
」
と
挿
入
。「
言
葉
を
か
え
は
」
に
朱
の
見
消
線
を
付
し
、

右
に
「
よ
と
呼
は
」
と
朱
傍
記
、
左
に
「
よ
と
よ
は
ゝ
」
と
緑
で
傍
記
）

［
元
］
さ
は
な
く
し
て
、
何
と
や
ら
む

［
石
共
］
さ
は
な
く
し
て
、
何
や
ら
ん
（［
石
］
は
「
し
」
傍
記
）

［
元
］
扨
は
人
の
申
事
も
誠
に
て
有
け
る
そ
や

［
石
］
扨
は
人
の
申
も
誠
に
て
有
候
ら
ひけ

る
そ
や

［
共
］
さ
て
は
人
の
申
も
誠
に
て
候
候
ひ
け
るそ

や
（「
候
」
に
朱
の
抹
消
符
、「
候

ひ
け
る
」
と
朱
傍
記
）

［
明
］
さ
て
は
人
の
申
も
誠
に
て
候
ひ
け
る
ぞ
や

［
元
］
誠
や
ら
ん

［
石
］
け
に
汝
は

［
共
］実
お
汝こ

と
は（「
お
こ
と
」に
朱
の
見
消
線
を
付
し
、「
汝
」と
朱
傍
記
）

［
明
］
汝
は

【
３
オ
】

［
元
］
浅
間
敷
心
を
持
て
あ
る
そ
、
母
を
恋
し
く

［
石
］
浅おそ
ろ
し増き

心
を
持
て
有
そ
、
母
を
恋
し
く

［
共
］
浅
お
そ
ろ
し
き
こ
ゝ
ろ

間
敷
事
を
は
た持
て
有
そ

く
み
け
る
そ
、
い
か
に
も
母
を
悲恋
し
く
（「
浅
間

敷
事
」「
た
く
み
け
る
そ
、い
か
に
も
」「
悲
」
に
朱
の
見
消
線
を
付
し
、「
お

そ
ろ
し
き
こ
ゝ
ろ
」「
持
て
有
そ
」「
恋
」
と
朱
傍
記
）

［
明
］
あ
さ
ま
し
き
心
を
ば
も
ち
て
有
ぞ
、
実
の
母
を
こ
ひ
し
く
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［
元
共
］
正
敷

［
石
］
正
し
くう

［
明
］
ま
さ
し
く

【
３
ウ
】

［
元
］
同
じ
業
に

［
石
明
］
同
し
罪
に

［
共
］
同
し
業罪
に
（「
業
」
に
朱
の
抹
消
符
を
付
し
「
罪
」
と
朱
傍
記
）

［
元
］
何
と
て
物
を
は
い
は
ぬ
そ

［
石
］
此
事
偽
り
、
父
か
前
に
て
つ
ゝ
ま
す
申
候
へ
、
何
と
て
物
を
は
申

さ
ぬ
そ

［
共
］
此
事
偽
り
父
か
前
に
て
真
す
く
に
申
候
へ
、
兎
に
角
、
何
何
と
て

物
を
は
申
さ
ぬ
そ
（「
兎
に
角
、何
」
ま
で
は
朱
の
見
消
線
、「
兎
に
角
、何
」

以
下
に
墨
の
見
消
線
も
引
か
れ
て
い
る
が
、「
と
て
」
の
上
に
朱
で
「
何
」

と
記
す
）

［
明
］
何
と
て
物
を
ば
申
さ
ぬ
ぞ

［
元
明
］
申
候
へ
し

［
石
］
申
候
へ
し
、
ま
ゝ
母
こ
を
木
さ
う
に
う
つ
し
、
し
ゆ
そ
し
申
と
仰

ら
る
ゝ
、

［
共
］
申
候
へ
し
、
ま
ゝ
母
御
を
木
像
に
う
つ
し
、
呪
詛
し
申
と
は
仰
候
は（「

は
」

に
朱
の
抹
消
符
、「
仰
候
は
」
と
墨
で
傍
記
）

【
４
オ
】

［
元
石
共
］
母
の
お
も
た
て
う
つ
り
し
よ
り
、
猶
若
や
き
て
見
え
給
へ
は

［
明
］
母
御
の
御
顔
あ
り
〳
〵
と
、
有
し
よ
り
猶
わ
か
や
ぎ
て
、
み
え
さ

せ
給
へ
ば
う
れ
し
く
て

【
４
ウ
】

［
元
］
母
の
何
し
に
鏡
に
影
の
う
つ
り
て
見
え
候
へ
き

［
石
］
母
の
何
し
に
、
鏡
に
移
り
て
見
え
候
へ
き

［
共
］
何
と
て
は
ゝ
か
影
の
鏡
に
う
つ
り
候
へ
き（
行
間
の
挿
入
文
の
一
部
）

［
明
］
母
の
何
と
て
鏡
に
う
つ
る
べ
き

［
元
石
共
］
但
き
つ
と

［
明
］
但
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［
元
］
漢
の
武
帝
の
后
李
夫
人
な
く
な
ら
せ
給
ひ
て
後

［
石
］か
の
漢
の
武
帝
の
后
、李
夫
人
な
く
な
ら
せ
給
て
後（「
か
の
」傍
記
）

［
共
］
彼
漢
の
武
帝
の
后
、李
夫
人
むな
く
な
ら
せ

な
し
く
成
給
ひ
て
後
（「
む
な
し
く
」

に
朱
の
見
消
線
を
付
し
「
な
く
な
ら
せ
」
と
朱
傍
記
。
な
お
「
李
夫
人
」

の
後
に
「
崩
御
の
後
」
と
墨
で
追
記
し
、こ
の
記
事
に
続
く
「
御
門
后
の
」

に
線
で
つ
な
ぐ
記
事
も
あ
る
）

［
明
］
漢
の
武
帝
李
夫
人
に
わ
か
れ
さ
せ
給
ひ

＊
［
元
］
４
ウ
５
行
目
「
御
門
后
の
御
別
れ
を
悲
し
み
給
ひ
」
以
下
、
５

ウ
７
行
目
「
二
度
娑
婆
に
送
り
給
ひ
し
た
め
し
も
あ
り
」
ま
で
の
長
い
記

事
の
部
分
、［
明
］
は
代
わ
り
に
「
御
歎
の
餘
に
方
士
に
仰
て
、
反
魂
香

を
た
か
し
め
ら
れ
、
二
度
李
夫
人
の
姿
を
み
そ
な
は
し
け
る
と
か
や
」
と

す
る
の
み
。
こ
の
部
分
、［
元
］［
石
］
を
対
校
し
、
異
同
箇
所
の
［
共
］

も
本
文
も
あ
わ
せ
て
示
す
。

［
元
］
御
姿
を
甘
泉
殿
の

［
石
共
］
御
姿
を
甘
泉
殿
の
（
両
本
と
も
「
御
姿
を
」
傍
記
挿
入
。［
共
］

は
朱
傍
記
）

［
元
］
本
よ
り
も

［
石
］
本
来

ヨ
リ
モ（「
ヨ
リ
モ
」
左
傍
記
）

［
共
］
本
よ
り

【
５
オ
】

［
元
］
仙
人
つ
け
て

［
石
］
仙
人
の
告
て

［
共
］
仙
人
の
つ
け
て
（「
仙
人
」
の
右
下
に
「
の
」
朱
墨
で
傍
記
）

［
元
］
月
の
夜
の
隈
な
き
に

［
石
共
］
月
の
夜
の
隈
な
か
きら

ん
に
（
両
本
と
も
「
か
ら
ん
」
を
見
消
に

し
て
「
き
」
と
傍
記
）

【
５
ウ
】

［
元
］
后
の
御
姿
ま
見
え
給
ひ
し

［
石
］
后
の
御
姿
、
二
度
ま
見
え
給
ひ
し

［
共
］
后
の
御
姿
帝
に
ま
見
え
給
ひ
し
（「
帝
に
」
に
朱
墨
の
見
消
線
、「
ひ
」

は
朱
墨
で
傍
記
）



─ 306 ─

［
元
］
娑
婆
に

［
石
］
娑
婆
へ

［
共
］
娑
婆
にへ
（「
に
」
に
墨
の
見
消
線
を
付
し
「
へ
」
と
墨
で
傍
記
）

【
６
オ
】

［
元
石
共
］
上
代
の
事
、
是
は
末
世
の
今
の
世
に

［
明
］
仙
家
の
法
術
、
是
は
な
べ
て
の
薬
だ
に
な
き
所
な
れ
ば

［
元
］
存
候
へ
共

［
石
明
］
存
候
は
ね
共

［
共
］
存
候
へは
ね
共

と
も
（
朱
墨
の
見
消
線
を
付
し
、
朱
墨
で
「
は
ね
共
」
と

重
ね
書
き
）

［
元
］
左
様
の
事
も
候
ら
ん

［
石
明
共
］
左
様
の
事
も
や
候
覧

［
元
石
共
］
や
、
さ
れ
は
社
筋
な
き
事
を
申
候

［
明
］（
ナ
シ
）

［
元
］
惣
し
て
此
鏡
に
母
か
影
の
う
つ
る
事
は
な
き
そ
と
よ

［
石
］
此
鏡
に
母
のが
影
の
移
る
事
は
な
き
そ
と
よ

［
共
］
此
鏡
に
母
か
影
の
う
つ
る
事
は
な
き
こそ
と
よ

と
に
て
あ
る
そ
と
よ
（「
こ

と
に
て
」
に
朱
の
見
消
線
を
付
し
「
そ
と
よ
」
と
朱
傍
記
）

［
明
］
か
ヾ
み
に
む
か
ひ
よ
く
見
れ
ど
も
母
の
影
は
見
え
ず

【
６
ウ
】

［
元
明
］
筋
な
き
事
を
は
申
そ

［
石
］
か
様
に
筋
な
き
事
を
申
そ

［
共
］
いか
様

に

筋

な

き

事

を

申

そ

や
ま
さ
し
く
御
入
候
物
を　

い
ひ
や
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
事
（
本
行

に
朱
の
見
消
線
、「
か
様
に
筋
な
き
事
を
申
そ
」
と
朱
傍
記
）

［
元
石
共
］
其
う
ら
み
に
や
恋
衣
の
み
え
し

［
明
］
御
う
ら
み
に
て
父
う
へ
に
は
み
え
じ

［
元
］
お
ほ
し
召
る
ら
め

［
石
］
思
し
め
さ
る
らら

んめ
（「
ら
ん
」
左
傍
記
）

［
共
明
］
お
ほ
し
召
る
ら
ん
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【
７
オ
】

［
元
石
共
］
親
の
か
う
こ
の
ま
ゆ
す
み
の
（［
石
］
は
「
う
」
に
墨
で
「
ふ
」

と
傍
記
）

［
明
］
母
の
か
ふ
こ
の
黛
の

［
元
石
共
］
い
と
ほ
そ
し
誰
を
か
も
恋
や
せ
㒵
そ
見
て
も
な
く
、
涙
か
す

み
の
悲
し
や
な
、
そ
こ
よ
り
曇
り
ま
す
鏡

［
明
］
い
と
ほ
そ
や
か
に
う
つ
く
し
く
、
若
や
ぎ
ま
せ
る
お
も
影
を
、
我

父
う
へ
の
見
給
は
ゞ
、
さ
す
が
戀
し
く
お
ぼ
さ
ん
と
思
へ
ば
い
と
ゞ
な
つ

か
し
く
涙
に
く
も
る
此
か
ゞ
み

【
７
ウ
】

［
元
］
母
か
影
に
て
有
よ
し
申
候
は
い
か
に

［
石
明
共
］
母
か
影
に
て
有
由
を
申
候
は
い
か
に
（［
共
］
は
朱
の
傍
記
の

一
部
）

［
元
石
］
女
な
れ
共
は
こ
ね
を
つ
け
す
色
を
か
さ
る
事
も
な
け
れ
は
、

［
共
］
女
な
れ
はと
も
と
て
は
こ
ね
を
つ
け
す
、
色
を
か
さ
る
事
も
ななけ
れ
はく
（「
は

と
て
」
に
墨
の
見
消
線
を
付
し
「
と
も
」
と
墨
で
傍
記
。「
す
」
朱
墨
で

傍
記
挿
入
。「
な
く
」
に
朱
墨
の
見
消
線
を
付
し
「
な
け
れ
は
」
と
朱
墨

で
傍
記
）

［
明
］
女
と
い
へ
ど
も
よ
そ
ほ
ふ
こ
と
な
し
、
さ
れ
ば

［
元
］
ま
し
て
か
ゝ
み
な
と
ゝ
申
物
を
も
し
ら
す
候
、
我
一
年
都
へ

［
石
］
増
て
鏡
な
と
ゝ
申
物
も
知
す
候
ひ
し
を
、
某
一
年
都
に

［
共
］
あま
し

て

ま
ね
う
鏡
な
と
ゝ
申
物
を
も
し
ら
す
候
ひ
し
を
某、

我

を
そ
れ
か
し
一
年
都
へに
（「
あ
ま

ね
く
」
に
朱
墨
の
見
消
線
を
付
し
「
ま
し
て
」
と
朱
傍
記
。「
を
」
に
朱

の
抹
消
符
。「
我
」に
朱
の
抹
消
符
を
付
し「
ひ
し
を
某
」と
右
に
朱
傍
記
、

左
に
「
を
そ
れ
か
し
」
と
墨
書
。「
へ
」
に
朱
の
抹
消
符
、「
に
」
と
傍
記
）

［
明
］
さ
れ
ば
鏡
な
ど
ゝ
申
も
の
を
も
し
ら
ず
候
ひ
し
を
、
某
一
年
都
へ

［
元
石
共
］
鏡
を
一
面

［
明
］
此
鏡
を

【
８
オ
】

［
元
］
母
に
と
ら
せ

［
石
明
共
］
母
に
と
ら
せ
て
（
共
は
「
尋
ね
彼
者
の
母
に
」
と
あ
る
本
行

に
朱
の
見
消
線
を
付
し「
買
取
て
か
れ
か
母
に
」と
朱
傍
記
。「
と
ら
せ
て
」
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は
本
行
の
記
事
）

［
元
石
］
世
に
な
き
事
に
悦
ひ
給
ひ
し
か

［
共
］
世
に
な
き

事
と
悦
ひ
候
ひ
し
か
○

様事
に
悦
ひ
し
か
△

に
斜
な
ら
す　

悦
ひ
人
に
も
見
せ
す
隠
し
を
き
候
ひ

し
か
（
朱
墨
で
見
消
線
を
付
し
、右
に
「
事
に
悦
ひ
し
か
△
」
と
朱
傍
記
、

左
に
「
事
と
悦
ひ
候
ひ
し
か
○
」）

［
明
］
世
に
な
き
物
の
ご
と
く
尊
み
、
常
に
ふ
か
く
納
置
候
ひ
し
が

［
元
石
］
姫
を
近
付
、
我
を
恋
し
く
思
は
ん
時
は
、
此
鏡
を
見
よ
と
申
し

ほ
と
に
（
た
だ
し
［
石
］、「
我
」
に
見
消
線
を
付
し
「
母
」
と
傍
記
）

［
共
］
姫
を
近
付
、
此
鏡
を
わ
こ
せ
に
と
ら
す
る
そ也
、
母
を
恋
し
く
思
は

ん
時
は
、
此
鏡
を
見見よ
と
申
し
程
に

て
心
を
慰
め
候
へ
と
申
置し
を候

ひ
し
を
（「
そ
」
に
は

墨
の
見
消
線
を
引
き
「
也
」
と
墨
書
し
、「
此
鏡
を
わ
こ
せ
に
と
ら
す
る

そ
」
全
体
に
朱
の
見
消
線
を
引
く
。「
候
ひ
し
を
」
を
黒
線
で
見
消
に
し
、

「
し
を
」
と
追
記
し
た
後
、「
見
て
心
を
慰
め
候
へ
と
申
置
候
ひ
し
を
」
に

朱
の
見
消
線
、「
見
よ
と
申
し
程
に
」
と
朱
傍
記
）

［
明
］
か
れ
に
あ
た
へ
て
い
ひ
け
る
ぞ
や
、
を
さ
な
き
心
に
は
む
か
ふ
も

の
ゝ
う
つ
る
物
と
い
ふ
事
は
し
ら
ず

［
元
］
母
そ
と
お
も
ひ

［
石
明
］
母
と
思
ひ

［
共
］
母
との影
の
う
つ
る
と
申

思
ひ
（
墨
の
見
消
線
を
付
し
「
の
影
の
う
つ
る
と
申
」
と
墨

で
傍
記
）

［
元
明
］
鏡
の
謂
を
語
つ
て

［
石
］鏡
の
謂—

—

を
申
語
て
聞
せ
候
へ
は

て（「
申
て
」に
見
消
線
、「
語
て
聞
せ
候
へ
は
」と
傍
記
。）

［
共
］
鏡
の
謂
を
申語
てて
（
朱
見
消
線
を
引
き
、「
語
て
」
と
朱
傍
記
）

【
８
ウ
】

［
元
］
何
に
て
も

［
石
明
］
何
に
て
も
あ
れ

［
共
］
何
に
て
もあれ（
こ
の
前
後
も
含
め
朱
で
見
消
線
。「
も
」
の
右
下
に
「
あ

れ
」
と
墨
書
。）

［
元
石
共
］
こ
ゝ
を
も
つ
て
お
も
ひ
し
れ

［
明
］
其
儘
う
つ
る
物
ぞ
か
し

［
元
石
共
］
今
こ
そ
か
く
と
も
み
よ
し
野
の
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［
明
］
さ
て
は
う
つ
し
て
み
よ
し
の
ゝ

【
９
オ
】

［
元
石
共
］
ワ
キ
欵
冬
の　
姫
陰
を
あ
や
ま
つ

［
明
］
ワ
キ
こ
と
は
り
を　
姫
し
ら
で

＊
［
元
］
９
オ
５
行
目
「
子
は
親
に
似
る
な
る
物
と
思
は
れ
て
」
以
下
、

11
オ
７
行
目
「
是
や
賢
女
の
名
を
み
か
く
か
ゝ
み
な
る
へ
し
」
ま
で
、［
明
］

は「
今
ま
で
は
我
影
ぞ
と
は
」以
下
の
全
く
異
な
る
詞
章
。こ
の
部
分
、［
元
］

［
石
］
を
対
校
し
、［
共
］
の
相
当
箇
所
も
示
す
（
以
下
、
二
箇
所
の
異
同

の
み
）。

【
11
オ
】

［
元
］
壁
天
の

［
石
共
］
碧
天
を

［
元
］
か
ゝ
み
な
る
へ
し

［
石
共
］
鏡
な
る
ら
ん

【
11
ウ
】

［
元
石
共
］
倶
生
神
い
そ
き

［
明
］
く
し
や
う
じ
ん
は
や
く

［
元
］
熱
鉄
の
し
も

［
石
明
］
熱
鉄
の
棰
（［
明
］「
熱
鉄
の
し
も
と
」）

［
共
］
熱
鉄
の
し
も
つ

［
元
石
共
］
か
ら
は
娑
婆
に
や
と
ま
る
ら
ん
、
た
ま
は
冥
途
に
脱
の
衣
の

（［
石
］
は
「
脱
」
を
「
も
ぬ
け
」
と
仮
名
表
記
）

［
明
］
と
き
に
あ
い
せ
し
此
鏡
の
、
今
は
冥
途
の
煙
に
い
ろ
か
え

【
12
オ
】

［
元
石
共
］
か
う
へ
に
き
よ
く
さ

［
明
］
か
う
べ
に
寳
冠

［
元
石
共
］
菩
薩
の
、
座
像

［
明
］
菩
薩
の
、
尊
ざ
う

［
元
石
共
］
き
か
す
見
も
せ
ぬ
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［
明
］
き
ゝ
も
見
も
せ
ぬ

［
元
石
共
］
す
は
や
地
獄
に
か
へ
る
そ
と
て
、
大
地
を
か
つ
は
と
、
踏
な

ら
し
、
大
地
を
か
つ
は
と
ふ
み
、
破
つ
て
、
奈
落
の
底
に
そ
入
に
け
る

［
明
］
あ
ら
貴
と
や
有
難
や
と
、
鬼
神
に
横
道
な
ら
く
の
底
に
、
今
は
か

へ
る
と
よ
ば
ゝ
り
す
て
ゝ
、
そ
の
ま
ゝ
見
え
ず
ぞ
、
な
り
に
け
る

　

明
和
改
正
謡
本
の
独
自
性
が
強
い
の
は
勿
論
だ
が
、
一
方
で
西
丸
献
上

識
語
本
と
明
和
本
に
共
通
す
る
本
文
（
西
丸
献
上
識
語
本
の
改
訂
本
文
を

含
む
）
が
元
禄
三
年
六
月
刊
本
と
異
な
る
例
も
、
複
数
確
認
で
き
る
。
１

オ
「
扨
も
某
」「
又
今
日
は
」、１
ウ
「
焼
香
せ
は
や
と
思
候
」「
荒
無
慙
や
」、

２
オ
「
父
か
来
り
た
る
そ
～
」、
２
ウ
「
人
の
申
も
誠
に
て
候
ら
ひ
け
る

そ
や
」、３
ウ
「
同
し
罪
に
」「
物
を
は
申
さ
ぬ
そ
」、６
オ
「
存
候
は
ね
共
」

「
左
様
の
事
も
や
」、７
ウ「
影
に
て
有
由
を
」、８
オ「
母
に
と
ら
せ
て
」「
母

と
思
ひ
」、
８
ウ
「
何
に
て
も
あ
れ
」、
11
ウ
「
熱
鉄
の
棰
」
な
ど
が
そ
う

し
た
例
で
あ
る
。
ま
た
、
７
ウ
の
［
石
］「
増
て
鏡
な
と
ゝ
申
物
も
知
す

候
ひ
し
を
、
某
一
年
都
に
」
な
ど
は
、［
石
］
が
［
元
］
と
［
明
］
の
中

間
的
な
本
文
を
持
つ
例
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
江
戸
初
期
写
綴
葉
装
謡
本
「
松
山
鏡
」（
3
／
3
／
36
）
の
朱

に
よ
る
改
訂
後
の
本
文
が
、［
石
］
の
改
訂
後
の
本
文
に
近
似
し
て
い
る

こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
３
ウ
「
ま
ゝ
母
こ
を
木
さ
う
に
う
つ
し
、
し
ゆ
そ

し
申
と
仰
ら
る
ゝ
」
な
ど
は
、［
元
］［
明
］
に
な
い
本
文
で
、［
石
］
と

江
戸
初
期
写
綴
葉
装
謡
本
の
朱
に
よ
る
改
訂
後
の
本
文
が
一
致
す
る
例
で

あ
る
。
江
戸
初
期
写
本
に
四
本
の
節
付
等
の
校
合
結
果
を
書
入
れ
て
い
る

中
で
は
、
清
親
本
が
最
も
新
し
い
も
の
で
あ
り
、
朱
に
よ
る
改
訂
後
の
本

文
も
、
元
章
に
よ
る
明
和
改
正
謡
本
が
成
立
す
る
前
の
、
清
親
本
の
本
文

を
伝
え
る
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
西
丸
献
上
識
語
を
有

す
る
本
に
関
連
す
る
書
入
れ
の
あ
る
謡
本
と
し
て
、注
意
し
て
お
き
た
い
。

◆
雷
電

先
述
の
通
り
、
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
の
五
番
綴
謡
本
の
中
、「
雷
電
」

の
末
尾
に「
享
保
十
五
年
十
一
月
八
日
ニ
去
ル
方
よ
り
申
来
リ
十
一
日
書
」

と
清
親
の
墨
書
が
あ
る
。
こ
の
「
去
ル
方
」
が
誰
な
の
か
は
不
明
だ
が
、

西
丸
献
上
を
明
記
す
る
「
松
山
鏡
」
と
共
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

し
て
も
、
江
戸
幕
府
関
係
者
の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い

は
嵐
山
の
場
合
の
よ
う
に
、西
丸
で
な
く
二
丸
の
田
安
宗
武
（
小
次
郎
様
）

周
辺
か
も
し
れ
な
い
が
、「
松
山
鏡
」
と
同
じ
一
冊
の
中
に
収
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
続
い
て
扱
う
。
雷
電
は
、
明
和
改
正
謡
本
に
は
収
録
さ
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れ
て
お
ら
ず
、
元
禄
三
年
六
月
刊
本
と
の
異
同
の
み
掲
出
す
る
。

＊
［
石
］
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
五
番
綴
謡
本
「
源
太
夫
・
橋
弁
慶
・
三

山
・
松
山
鏡
・
雷
電
」（
75
／
8
）

【
１
オ
】

［
元
］
今
日
満
参
に
て
候
程
に

［
石
］
今
日
満
参
に
て
候
程
に
（「
程
に
」
左
傍
記
）

【
１
ウ
】

［
元
］
川
浪
よ
す
る
汀

［
石
］
漣
よ
す
る
汀

【
２
オ
】

［
元
］
望
を

［
石
］
望
み
ヲを
（
行
末
に
「
ヲ
」
と
追
記
、そ
れ
を
見
消
し
て
「
を
」
と
傍
記
）

［
元
］
中
門
の
戸
ひ
ら

［
石
］
中
門
の
扉
（「
扉
」
の
左
に
「
ト
ホ
ソ
」
と
傍
記
）

【
２
ウ
】

［
元
］
比
し
も
今
は
明
や
す
き

［
石
］
比
し
も
今
は
明
らヤ
ス
キ

け
き
（「
ら
け
き
」
に
「
ヤ
ス
キ
」
と
傍
記
）

【
３
オ
】

［
元
］
世
に
㐂姫
し
け
に

［
石
］
よ
に
㐂姫
し
け
に
そ

【
３
ウ
】

［
元
］
是
を
思
は
め
や

［
石
］
是
を
思
は
ん
や

［
元
］
扨
其
身
は

［
石
］
御
身
は
（「
は
」
傍
記
）

［
元
］
弔
ひ
て
候

［
石
］
弔
申
て
候
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［
元
］
御
弔
悉
く
あ
り
か
た
ふ
候

［
石
］
御
弔
ひ
悉
と
ゝ
き
て
候
有
難
う
候
（「
て
候
」
に
抹
消
符
）

［
元
］
師
弟
の
役

［
石
］
師
弟
の
約

【
４
オ
】

［
元
］
真
実
の
こ
ゝ
ろ
さ
し

［
石
］
真
實
心
指

［
元
］
菅
丞
公

［
石
］
菅
相
公

【
５
オ
】

［
元
］
梵
天
帝
尺
の
御
憐
み

［
石
］
梵
天
帝
釋
の
憐
み

［
元
］
な
る
雷
と
な
り

［
石
］
鳴
雷
と
な
り
て
（「
て
」
に
抹
消
符
）

【
５
ウ
】

［
元
］
か
ま
へ
て
御
参
候
な

［
石
］
構
ひ
て
御
参
候
な

［
元
］
か
ま
へ
て
参
り
給
な
よ

［
石
］
構
ひ
て
参
り
給
ふ
な
よ

【
７
オ
】

［
元
］
さ
れ
は
こ
そ
何
程
の
事
の

［
石
］
さ
れ
は
と
て
何
程
の
事
の

【
７
ウ
】

［
元
］
内
恩
外
忠
の
生
未
練
な
り

［
石
］
内
恩
外
忠
の
威
儀
未
練
な
り

【
８
ウ
】

［
元
］
な
し
つ
ほ
梅
壷
、
昼
の
間
よ
る
の
お
と
ゝ

［
石
］
梨
壷
梅
壷
、
昼
の
間
夜
の
御
殿
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【
９
オ
】

［
元
］
追
懸
〳
〵
互
の
い
き
ほ
ひ

［
石
］
追
懸
〳
〵
互
にの
勢
ひ
（「
に
」
に
「
の
」
と
傍
記
）

　

元
禄
三
年
六
月
刊
本
と
の
異
同
は
そ
う
多
く
な
く
、
献
上
識
語
本
の
本

文
が
傍
記
や
見
消
符
に
よ
る
改
訂
に
よ
り
元
禄
三
年
六
月
刊
本
と
同
文
に

な
る
例
も
み
え
る
。
雷
電
の
場
合
、
享
保
段
階
で
の
大
き
な
改
訂
は
確
認

で
き
な
い
。

◆
砧

　
〔
砧
〕
は
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
の
一
番
綴
本
で
、
西
丸
献
上
識
語
の

他
に
は
、
末
尾
に
朱
陰
方
印
「
眞
觀
」
が
捺
さ
れ
て
い
る
点
が
注
意
さ
れ

る
。
見
返
し
な
ど
に
考
証
の
書
入
れ
が
あ
り
、
一
二
三
函
の
石
畳
艶
出
模

様
紺
表
紙
謡
本
群
に
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
考
証
の
主
な
筆
跡
と
同
筆
で
あ

る
。
本
文
の
上
部
余
白
に
記
さ
れ
た
万
葉
仮
名
を
用
い
た
注
記
な
ど
か
ら

み
て
も
、
観
世
元
章
手
沢
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

＊
［
石
］
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
謡
本
「〔
砧
〕」（
75
／
54
）
識
語
「
十

二
月
十
一
日
西
丸
ヘ
上
ル
」

【
１
オ
】

［
元
］
在
京
仕
候

［
石
明
］
在
京
仕
て
候

［
元
石
］
在
京
と
存
候
へ
共

［
明
］
在
京
と
存
候
ひ
し
が

［
元
石
］
三
と
せ
に
成
候

［
明
］
三
と
せ
に
成
て
候

【
１
ウ
】

［
元
石
］
お
こ
と
を
下
し
候
へ
し

［
明
］
お
こ
と
芦
屋
の
里
へ
立
越

［
元
石
］
此
程
の
旅
の
衣
の
日
も
添
て
、
〳
〵
、
い
く
夕
暮
の
宿
な
ら
ん

夢
も
数
そ
ふ
か
り
枕

［
明
］
青
繁
木
の
、
山
﨑
過
て
は
る
〳
〵
と
、
〳
〵
、
立
旅
衣
日
も
そ
ふ
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や
夜
を
も
か
さ
ぬ
る
か
り
枕

【
２
オ
】

［
元
］
い
か
に
誰
か
御
入
候
、
都
よ
り
夕
霧
か
参
り
た
る
と
御
申
候
へ

［
石
］
い
か
に
誰
か
御
入
候
、都
よ
り
夕
霧
か
参
り
た
る
由
御
申
候
へ
（「
い

か
に
」
の
前
に
補
入
記
号
の
○
を
付
し
て
「
急
候
程
に
、
芦
や
の
里
に
着

て
候
、
や
か
て
あ
ん
な
い
を
申
そ
ふ
つ
る
に
て
候
」
と
墨
で
傍
記
）

［
明
］
是
は
は
や
あ
し
や
の
里
に
着
て
候
、
や
が
て
案
内
を
申
さ
う
ず
る

に
て
候

【
２
ウ
】

［
元
明
］
な
と
や
音
信
な
か
り
け
る

［
石
］
な
ど
や
音
信
な
か
り
け
る
ぞ

［
元
石
］
御
み
や
つ
か
ひ

［
明
］
御
み
や
づ
か
へ

［
元
石
］
都
に
こ
そ
は
候
ひ
し
か

［
明
］
都
に
こ
そ
は
候
ひ
つ
れ

［
元
石
］
思
ひ
や
れ
実
は
都
の

［
明
］
思
ひ
や
れ
さ
ぞ
な
都
の

［
元
石
］
枯
々
の
契
り
も
絶
は
て
ぬ

［
明
］
か
れ
〳
〵
に
、
契
り
や
絶
ぬ
べ
き

【
３
ウ
】

［
元
石
］
う
き
は
そ
の
ま
ゝ
さ
め
も
せ
て
（「
さ
め
」
相
当
部
分
、［
石
］

は
本
行
「
夢
」
に
見
消
線
を
付
し
「
覚
」
と
傍
記
）

［
明
］
な
ど
う
き
事
の
覚
も
せ
で

［
元
石
］
む
か
し
は
か
は
り
跡
も
な
し

［
明
］
昔
に
か
へ
る
よ
し
も
な
し

［
元
石
］
何
哉
覧
あ
な
た
に

［
明
］
あ
な
た
に

【
４
オ
】
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［
元
石
］
あ
れ
は
何
に
て
候
そ

［
明
］
あ
れ
は
何
の
音
に
て
候
そ

［
元
石
］
あ
れ
は
里
人
の
碪
う
つ
音
に
て
候

［
明
］
あ
れ
こ
そ
里
人
の
碪
う
つ
音
に
て
候
へ

［
元
石
］
蘇
武
と
い
ひ
し
者

［
明
］
蘇
武
と
云
し
人

［
元
石
］
胡
国
と
や
ら
ん
に
捨
を
か
れ
し
に

［
明
］
胡
国
と
や
ら
む
に
と
ら
は
れ
し
に

［
元
石
］
妻
や
子
の

［
明
］
妻
や
子

【
４
ウ
】

［
元
石
］
志
の
す
ゑ
通
り
け
る
か
、
萬
里
の
外
成
蘇
武
か
旅
寝
に

［
明
］
其
心
ざ
し
や
通
け
ん
、
蘇
武
が
在
し
万
里
の
外
ま
で

［
元
石
］
わ
ら
は
も
思
ひ
や
慰
む
と

［
明
］
わ
ら
は
も
思
ひ
は
お
と
る
ま
じ

［
元
石
］
心
を
な
く
さ
ま
は
や

［
明
］
心
を
慰
め
ば
や

［
元
石
］
い
や
碪
な
む
と
は
賤
し
き
者
の
わ
さ

［
明
］
い
や
碪
う
つ
は
賤
の
女
の
わ
ざ

［
元
明
］
去
な
か
ら
御
心
慰
め
む
た
め

［
石
］
去
な
か
ら
御
心
慰
め
の
為

【
５
オ
】

［
元
］
な
れ
て
ふ
す
ね
の
床
の
上

［
石
］
馴
て
ふ
す
ゐ
の
床
の
上

［
明
］
月
漏
閨
の
床
の
上

［
元
石
］
ゆ
ふ
霧
た
ち
よ
り
主
従
と
も
に

［
明
］
夕
霧
た
ち
よ
り
も
ろ
共
に
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［
元
］
衣
に
落
て
松
の
声
、
こ
ろ
も
に
お
ち
て
松
の
こ
ゑ

［
石
］
衣
に
落
る
松
の
聲
、
衣
に
落
るテ
松
の
聲
（
欄
外
に
朱
で
「
か
へ
し

／
落
る
」
と
記
し
、
朱
線
で
見
消
し
た
上
で
、「
衣
に
落
る
松
の
聲
／
正

し
く
は
落
て
ト
う
た
ふ
次
第
モ
落
て
ト
う
た
ふ
」
と
記
す
）

［
明
］
衣
に
落
る
松
の
聲
、
〳
〵

【
５
ウ
】

［
元
石
］
た
か
よ
と
月
は
、
よ
も
と
は
し

［
明
］
い
づ
こ
も
月
は
隔
め
や

［
元
明
］
木
末
は
い
つ
れ
一
葉
ち
る

［
石
］葉木
末
は
い
づ
れ
一
葉
ち
る（「
葉
」に
朱
で
見
消
線
、「
木
」と
朱
傍
記
）

【
６
ウ
】

［
元
石
］
今
の
碪
の
声
そ
へ
て

［
明
］
今
の
碪
に
声
添
て

［
元
］
衣
は
た
ち
も
か
へ
な
む

［
石
］
衣
は
裁タテ
も
か
へ
な
ん
（「
裁
」
に
墨
で
「
タ
テ
」
と
傍
記
）

［
明
］
衣
は
裁
も
か
へ
じ
を

【
７
オ
】

［
元
石
］
水
か
け
く
さ

［
明
］
水
ぐ
ま
草

【
８
オ
】

［
元
］
み
や
こ
よ
り
人
の
ま
ひ
り
て
候
、
殿
は
此
年
の
暮

［
石
明
］
都
よ
り
人
の
参
り
て
候
が
、
此
年
の
暮

【
８
ウ
】

［
元
石
］
引
わ
か
れ
に
し
つ
ま
琴
の

［
明
］
ひ
き
わ
か
れ
に
し
其
ま
ゝ
に
て

【
９
オ
】

［
元
］
ひ
や
う
は
い
花
の
光
り
を
な
ら
へ

［
石
明
］
ひ
や
う
ば
い
花
の
光
り
を
な
ら
へ
て
は
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【
９
ウ
】

［
元
石
］
我
は
邪
淫
の
業
ふ
か
き

［
明
］
我
は
う
ら
み
の
罪
深
き

［
元
石
］
報
の
罪
の

［
明
］
報
の
ゆ
ゑ
に

【
10
ウ
】

［
元
石
］
ふ
た
世
と
契
り
て
も
な
を
、
末
の
松
山
千
代
迄
と
、
か
け
し
頼

み
は

［
明
］
二
世
と
契
り
つ
ゝ
、
末
の
松
山
い
く
千
代
と
、
た
の
め
し
事
は

［
元
石
］
か
ゝ
る
人
の
こ
ゝ
ろ
か

［
明
］
か
ゝ
る
人
の
こ
ゝ
ろ
や

［
元
］
お
ふ
そ
と
り

［
石
］
お
ふほ
を
そ
鳥
（「
ふ
」
朱
線
見
消
、「
ほ
」
と
朱
傍
記
）

［
明
］
お
ほ
を
そ
鳥

【
11
オ
】

［
元
石
］
鳥
獣
も
心
あ
り
や

［
石
］
鳥
獣
も
心
有
ル
や
（「
有
」
の
下
に
「
ル
」
と
朱
記
）

［
明
］
鳥
獣
も
心
あ
る
や

［
元
］
蘇
武
か
旅
雁
に

［
石
明
］
蘇
武
は
旅
雁
に

［
元
石
］
契
り
の
深
き
志
し
、
浅
か
ら
さ
り
し
故
そ
か
し

［
明
］
故
郷
を
し
と
ふ
其
こ
ゝ
ろ
、
あ
さ
か
ら
ざ
り
し
故
ぞ
と
よ

【
11
ウ
】

［
元
明
］
幽
霊
正
に
成
仏

［
石
］
幽
霊
正
に
成
仏
の

　

全
体
的
に
は
明
和
改
正
謡
本
の
独
自
性
が
強
く
、
西
丸
献
上
識
語
本
と

明
和
本
が
一
致
す
る
の
は
、
１
オ
「
在
京
仕
て
候
」、
８
オ
「
参
り
て
候

が
、
此
年
の
暮
」、
９
オ
「
な
ら
へ
て
は
」、
11
オ
「
心
有
ル
や
」「
蘇
武
は
」

な
ど
に
限
定
さ
れ
、西
丸
献
上
識
語
本
と
明
和
本
の
関
連
は
見
出
し
難
い
。
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た
だ
し
、
２
オ
に
掲
出
し
た
夕
霧
の
着
台
詞
に
お
い
て
、
西
丸
献
上
識
語

本
に
補
入
さ
れ
た
台
詞
と
、明
和
本
が
近
似
し
て
い
る
の
は
注
意
さ
れ
る
。

違
い
は
、西
丸
献
上
識
語
本
が「
急
候
程
に
」と
す
る
の
を
、明
和
本
が「
是

は
は
や
」
と
す
る
点
の
み
で
あ
る
。「
急
候
程
に
」
な
ど
の
「
い
そ
」
を

含
む
詞
章
を
削
除
す
る
の
は
明
和
本
の
顕
著
な
特
色
で
、
十
代
将
軍
徳
川

家
治
の
正
室
五
十
宮
倫
子
の
名
前
を
憚
っ
て
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る（『
翁

草
』）。
五
十
宮
倫
子
は
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
に
家
治
と
結
婚
し
（
縁

組
は
前
年
）、
家
治
が
将
軍
と
な
る
の
が
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
の
こ

と
で
あ
る
。
将
軍
御
台
所
に
な
る
以
前
の
改
変
と
は
考
え
に
く
く
、
少
な

く
と
も
宝
暦
四
年
以
降
の
改
変
と
考
え
ら
れ
る
。
五
十
宮
に
関
わ
る
改
変

を
除
い
て
、
着
台
詞
が
一
致
し
て
い
る
点
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。

三
、
渋
表
紙
謡
本
「〔
巻
絹
〕」「
龍
虎
」、

及
び
「〔
江
乃
嶋
〕」

　

続
い
て
、
渋
表
紙
を
持
つ
一
番
綴
謡
本
「〔
巻
絹
〕」「
龍
虎
」
と
、
表

紙
を
闕
い
た
「〔
江
乃
嶋
〕」
に
つ
い
て
、
順
に
検
討
す
る
。
元
禄
三
年
六

月
山
本
長
兵
衛
刊
本
及
び
、
明
和
改
正
謡
本
と
対
校
す
る
。

◆
巻
絹

［
渋
］
渋
表
紙
一
番
綴
謡
本
「〔
巻
絹
〕」（
80
／
15
）
識
語
「
十
二
月
五
日

西
丸
江
上
ル
」

【
１
オ
】

［
元
］
是
は

［
渋
明
］
抑
是
は

［
元
］
御
熊
野
に
納
め
申
せ
と
の
宣
旨
を
蒙
り
巻
絹
を
あ
つ
め
申
候

［
渋
］
三
熊
野
に
納
め
申
せ
と
の
宣
旨
に
任
せ
、
國
々
よ
り
巻
絹
を
集
め

候［
明
］
三
熊
野
に
納
申
せ
と
の
宣
旨
に
任
、
此
程
熊
野
へ
立
越
、
國
々
よ

り
巻
絹
を
集
候

［
元
］
い
ま
た
参
ら
す
候
ほ
と
に

［
渋
明
］
遅
な
は
り
候

【
１
ウ
】

［
元
］
今
を
始
て
三
熊
野
の
、
〳
〵
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［
渋
明
］
今
を
始
め
の
旅
衣
、
〳
〵

［
元
渋
］
い
さ
や
急
か
む

［
明
］
下
ら
む

［
元
渋
］
宮
こ
の
手
ふ
り
な
り
と
て
も

［
明
］
都
の
て
ぶ
り
引
か
へ
て

［
元
］
是
は
殊
さ
ら
王
土
の
め
い

［
渋
］
殊
更
是
は
王
土
の
命

［
明
］
こ
と
さ
ら
是
は
官
の
命

【
２
オ
】

［
元
渋
］
朝
も
よ
ひ

［
明
］
朝
も
よ
し

［
元
明
］
山
ま
た
山
を
そ
こ
と
し
も

［
渋
］
山
又
山
を
そ
こ
と
なし
もく

（「
な
く
」
朱
線
見
消
、「
し
も
」
と
朱
傍
記
）

［
元
］
今
を
お
は
し
め
て

［
渋
明
］
今
ぞ
始
め
て

［
元
］
急
候
程
に
お
山
に
着
て
候
、
先
音
な
し
の
天
神
に

［
渋
］
急
候
程
に
、
三
熊
野
に
着
て
候
、
先
々
音
無
の
天
神
へ

［
明
］
是
は
は
や
三
熊
野
に
着
て
候
、
ま
づ
〳
〵
音
無
の
天
神
へ

［
元
］
冬
梅
の
匂
ひ
の
聞
え
候
何
く
に
か
候
覧
や

［
渋
］
や
、
冬
梅
の
匂
ひ
の
聞
え
候
、
い
づ
く
に
か
候
ら
ん

［
明
］
や
、
冬
梅
の
か
を
り
候
、
い
づ
く
に
か
候
ら
ん

［
元
］
是
成
梅
に
て
候
は
い
か
に

［
渋
明
］
実
是
な
る
梅
に
て
候

【
２
ウ
】

［
元
］
か
な
へ
て
給
り
候
へ
と
い
ひ
も
あ
へ
ね
は
言
葉
の
葉
を

［
渋
］
叶
へ
て
給
り
候
へ
と
、
神
に
祈
の
言
の
葉
を

［
明
］
か
な
へ
て
た
び
給
へ
、
神
に
手
向
け
の
言
の
葉
を
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［
元
渋
］
心
の
中
に
手
向
つ
ゝ
、
急
き
参
り
て
先
君
に
つ
か
へ
申
さ
む

［
明
］
心
の
中
に
捧
つ
ゝ
、
今
は
参
り
て
、
ま
づ
此
絹
を
奉
ら
む

【
３
オ
】

［
元
］
汝
一
人
を
ろ
か
な
り

［
渋
明
］
汝
一
人
を
ろ
か
な
る
（［
渋
］
は
「
お
」
を
胡
粉
で
抹
消
し
「
を
」

と
朱
書
）

［
元
］
そ
の
し
も
人
を
は

［
渋
］
其
下ゲニ
ン人

を
は
（「
下
人
」
に
「
ゲ
ニ
ン
」
と
朱
傍
訓
）

［
明
］
そ
の
も
の
を
ば

［
元
渋
］
其
者
は
き
の
ふ
音
な
し
の
天
神
に
て

［
明
］
き
の
ふ
お
と
な
し
に
て

［
元
］
手
向
し
な
れ
は

［
渋
］
手
向
し
者
な
れ
ば

［
明
］
手
む
く

【
３
ウ
】

［
元
渋
］
納
受
あ
れ
は
神
慮
す
こ
し
涼
し
き
三
熱
の
く
る
し
み
を
ま
ぬ
か

る
、
そ
れ
の
み
か
、
人
倫
こ
ゝ
ろ
な
し

［
明
］
す
な
は
ち
納
受
し
て
神
慮
涼
し
き
こ
と
を
得
た
り
な
に
と
て
か
、

人
倫
心
な
き

【
４
オ
】

［
元
］
御
神
侘
に
て
御
座
候
そ

［
渋
明
］
御
事
に
て
候
ぞ

［
元
］
か
の
も
の
は
き
の
ふ
を
と
な
し
の
天
神
に
て

［
渋
］
此
者
は
音
無
の
天
神
に
て

［
明
］
此
も
の
は
お
と
な
し
に
て

［
元
渋
］
縄
を
と
き
給
へ

［
明
］
縄
を
ゆ
る
す
べ
し

［
元
］
是
は
お
も
ひ
も
よ
ら
ぬ
事
を

［
渋
明
］
是
は
ふ
し
ぎ
な
る
事
を
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［
元
］
か
や
う
に
い
や
し
き
者

［
渋
明
］
か
程
賤
し
き
者

［
元
明
］
う
た
か
は
し
く
社
候
へ

［
渋
］
疑
は
し
き
神
慮
か
と
存
候
へに
（「
へ
」
墨
で
見
消
線
、「
に
」
と
墨

で
傍
記
）

【
４
ウ
】

［
元
］
猶
も
神
慮
を
偽
る
と
や

［
渋
］
猶
も
神
慮
を
偽
り
と
や

［
明
］
猶
も
神
慮
を
う
た
か
ふ
や

［
元
］
其
上
の
句

［
渋
明
］
上
の
句

［
元
］
下
を
は
つ
く
へ
き
也

［
渋
］
下
の
句
を
ば
続
く
べ
し

［
明
］
下
の
句
を
つ
ぐ
べ
き
な
り

［
元
］
色
事
に
そ
み
て

［
渋
］
色
こ
と
な
り
し
を
何
と
な
く
、
心
も
そ
み
て

［
明
］
色
こ
と
な
り
し
に
何
と
な
く
心
も
そ
み
て

【
５
オ
】

［
元
渋
］
う
た
か
ひ
な
き
も
の
を

［
明
］
偽
な
き
物
を

【
５
ウ
】

［
元
］
扨
は
う
た
か
ひ
も
な
き
神
慮
に
て
候
程
に
縄
を
は
と
か
ふ
す
る
に

て
候
、
猶
々
有
難
き
御
事
委
く
御
物
語
候
ひ
て
、
ま
よ
ひ
の
凡
夫
を
御
し

め
し
候
へ

［
渋
明
］（
ナ
シ
）

［
元
］
先
神
は

［
渋
明
］
夫
神
は

【
６
オ
】
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［
元
］
さ
ん
な
む
身
み
た
へ
て

［
渋
］
さ
ん
な
ん
み
ゝ
た
へ
て

［
明
］
三
難
耳
に
た
え
て

【
６
ウ
】

［
元
］
ゆ
ふ
い
ふ
一
し
つ
さ
う

［
渋
明
］
唯
有
一
實
相

［
元
］
釈
迦
の
御
も
と
に
契
り
て

［
渋
］
釈
迦
の
御
も
と
に
契
り
て
し
（「
し
」
に
墨
で
抹
消
符
）

［
明
］
釋
迦
の
御
元
に
契
り
て
し

［
元
明
］
詠か
哥
あ
れ
は

［
渋
］
詠
し哥
あ
れ
給
へ
ば
（「
し
給
へ
ば
」
朱
線
見
消
、「
哥
」
と
墨
で
傍
記
、「
か

あ
れ
」
と
朱
傍
訓
）

［
元
渋
］
か
ひ
ら
え
に
契
り
し
事
の
か
ひ
あ
り
て
、
文
殊
の
御
顔
を

［
明
］
迦
毘
羅
衛
に
、
と
も
に
契
り
し
か
ひ
あ
り
て
、
文
殊
の
御
顔

【
７
オ
】

［
元
］
さ
む
き
世
の
は
し
め

［
渋
］
寒
き
世
の
た
め
し

［
明
］
さ
む
き
よ
の
御
哥

［
元
］
風
の
と
け
と
そ
お
も
は
す
る

［
渋
］
風
の
と
け
と
ぞ
思
は
る
ゝ

［
明
］
風
の
ど
け
く
ぞ
思
ほ
ゆ
る

［
元
］
の
つ
と
を
参
ら
せ
ら
れ
て
神
を
す
ゝ
し
め
申
さ
れ
候
へ

［
渋
］
祝
言
を
参
ら
せ
ら
れ
候
ひ
て
、
神
を
あ
け
申
さ
れ
候
へ

［
明
］
祝
詞
を
ま
い
ら
せ
ら
れ
候
ひ
て
、
神
を
す
ゞ
し
め
申
さ
れ
候
へ

【
７
ウ
】

［
元
］
灵
地
と
な
り

［
渋
］
灵
地
と
な
るり
（「
る
」
に
朱
の
見
消
線
、「
り
」
と
墨
で
傍
記
）

［
明
］
霊
地
と
な
る

［
元
渋
］
さ
れ
は
み
た
け
は
金
剛
界
の
ま
ん
た
ら
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［
明
］
さ
れ
ば
す
な
は
ち
金
剛
界
の
ま
む
だ
ら

［
元
渋
］
飛
行
を
出
し
て
神
か
た
り
す
る
こ
そ

［
明
］
飛
行
を
な
し
て
、
神
が
ゝ
り
ま
す
社

【
８
オ
】

［
元
］
中
の
こ
ん
せ
ん
は

［
渋
明
］
中
の
御
前
は

［
元
渋
］
薬
と
な
つ
て

［
明
］
薬
を
あ
た
へ

［
元
渋
］
三
世
の
覚
母
た
り

［
明
］
三
世
の
覚
母
な
り

［
元
渋
］
殊
數
を
も
み

［
明
］
小
斎
ご
ろ
も

【
８
ウ
】

［
元
］
是
迄
な
れ
や

［
渋
明
］
是
迄
な
り
や

　

明
和
改
正
謡
本
の
独
自
性
は
同
様
だ
が
、
一
方
で
西
丸
献
上
識
語
本
と

明
和
本
に
共
通
す
る
本
文
（
西
丸
献
上
識
語
本
の
改
訂
本
文
を
含
む
）
が

元
禄
三
年
六
月
刊
本
と
異
な
る
例
が
、多
数
確
認
で
き
る
。１
オ「
抑
是
は
」

「
宣
旨
に
任
せ
」「
國
々
よ
り
」「
遅
な
は
り
」、１
ウ
「
今
を
始
め
の
旅
衣
」

「
殊
更
是
は
」、２
オ「
今
ぞ
始
め
て
」「
三
熊
野
に
」「
先
々
音
無
の
天
神
へ
」

「
や
、
冬
梅
の
」「
い
づ
く
に
か
候
ら
ん
」「
実
是
な
る
梅
に
て
候
」、
３
オ

「
を
ろ
か
な
る
」、４
オ
「
御
事
に
て
候
ぞ
」「
是
は
ふ
し
ぎ
な
る
事
を
」「
か

程
賤
し
き
者
」、
４
ウ
「
上
の
句
」「
何
と
な
く
、
心
も
そ
み
て
」、
５
ウ

「
夫
神
は
」、７
オ
「
祝
言
を
参
ら
せ
ら
れ
候
ひ
て
」、８
ウ
「
是
迄
な
り
や
」

な
ど
が
、そ
う
し
た
例
で
あ
る
。
５
ウ
の
［
元
］「
扨
は
う
た
か
ひ
も
な
き
」

以
下
の
ま
と
ま
っ
た
本
文
が
［
渋
］
に
も
［
明
］
に
も
な
い
こ
と
は
、
特

に
注
意
し
た
い
。
そ
し
て
、
２
ウ
［
渋
］「
叶
へ
て
給
り
候
へ
と
、
神
に

祈
の
言
の
葉
を
」、４
オ
［
渋
］「
此
者
は
音
無
の
天
神
に
て
」、４
ウ
［
渋
］

「
色
こ
と
な
り
し
を
何
と
な
く
、
心
も
そ
み
て
」
な
ど
の
例
は
、［
渋
］
が

［
元
］
と
［
明
］
の
中
間
的
な
本
文
形
態
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

中
に
は
、
４
ウ
「
疑
は
し
き
神
慮
か
と
存
候
へに
」
な
ど
、［
渋
］
が
［
元
］
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［
明
］
共
通
本
文
と
も
異
な
る
例
も
み
ら
れ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
［
明
］

が
［
渋
］
に
近
い
本
文
を
改
訂
す
る
こ
と
で
成
立
し
た
形
跡
が
伺
え
る
。

◆
龍
虎

　

西
丸
献
上
識
語
本
（［
渋
］）
は
後
見
返
し
左
下
に
朱
陰
方
印
「
元
章
之

印
」
が
あ
り
、
観
世
元
章
手
沢
本
で
あ
る
こ
と
が
明
確
な
謡
本
で
あ
る
。

胡
粉
で
抹
消
し
て
上
書
し
て
い
る
所
も
あ
る
が
、
元
の
字
の
判
読
が
難
し

く
、最
終
本
文
に
異
同
が
な
い
場
合
は
掲
出
し
て
い
な
い
（
例
と
し
て
は
、

３
ウ
［
渋
］「
古
跡
を
ー
尋
」（「
を
」
と
「
尋
」
の
間
の
字
を
胡
粉
で
抹

消
し
、縦
線
を
付
す
）。
６
オ［
渋
］「
猛
虎
深
山
に
風
を
お
こ
す
」の「
猛
」、

胡
粉
抹
消
跡
に
朱
傍
記
。
７
オ［
渋
］「
暇
申
さ
ん
と
ゆ
ふ
柴
の
」の「
柴
」、

胡
粉
抹
消
跡
に
上
書
、
な
ど
）。

　

対
校
本
に
は
、
元
禄
三
年
六
月
山
本
長
兵
衛
刊
本
の
百
番
に
な
い
曲
目

を
補
う
形
で
、後
年
に
同
様
の
刊
記
を
付
し
て
刊
行
さ
れ
た
三
十
番
本（
鴻

山
文
庫
五
235
）
と
、
明
和
改
正
謡
本
を
用
い
る
。

＊
［
渋
］
渋
表
紙
一
番
綴
謡
本
「
龍
虎
」（
100
／
18
／
6
）
識
語
「
卯
月

九
日
西
丸
ヘ
上
ル
」

【
１
オ
】

［
元
］
是
は
諸
国
一
見
の

［
渋
］
か
是

は

や
う
に
候
者
は
諸
國
一
見
の
（「
か
や
う
に
候
者
は
」
を
朱
線
見

消
、
墨
で
「
是
は
」
と
傍
記
）

［
明
］
加
様
に
候
者
は
、
諸
國
一
見
の

【
１
ウ
】

［
元
渋
］
能
便
舩
候
間
、
此
は
思
ひ
立
渡
唐
仕
候

［
明
］
能
便
舩
の
候
間
、
た
ゞ
今
渡
唐
仕
候

［
元
渋
］
筑
紫
を
跡
に
な
し
は
て
ゝ

［
明
］
筑
紫
を
跡
に
見
な
し
つ
ゝ

［
元
］
遥
々
と
思
ひ
し
に

［
渋
］
遥
々
と
お
も
ひ
候
ひ
し
に

［
明
］
遥
々
と
思
ひ
つ
る
に

［
元
渋
］
か
う
し
ん
安
穏
に
（［
渋
］
は
「
か
う
し
む
」
に
「
江
神
」
と
朱

傍
訓
を
付
す
）
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［
明
］（
ナ
シ
）

【
２
オ
】

［
元
明
］
所
々
を
一
見

［
渋
］［　
　

］
一
見
（［　
　

］
部
分
、「
所
々
を
」
を
胡
粉
で
抹
消
）

［
元
渋
］
村
竹
の

［
明
］
一
村
の　
　

＊
以
下
、［
明
］
は
「
竹
」
字
を
含
む
詞
章
を
「
た
け

く
」
も
含
め
全
て
置
き
換
え
る
。

【
２
ウ
】

＊
［
元
］
２
ウ
１
行
目
「
折
を
え
て
、
春
の
薪
に
」
以
下
、
３
オ
６
行
目

「
帰
る
山
路
の
、
く
る
し
さ
よ
〳
〵
」
ま
で
、［
明
］
ナ
シ
。
当
該
部
分
は

［
元
］［
渋
］
の
み
対
校
す
る
。

【
３
オ
】

［
元
］
誠
に
し
む
ぬ
老
も

［
渋
］
誠
に
知
ぬ
老
も
（「
知
」
部
分
、「
し
ん
」
を
胡
粉
で
抹
消
し
上
書
）

【
３
ウ
】

［
元
渋
］
入
唐
の
沙
門

［
明
］
日
本
の
沙
門

［
元
明
］
御
覧
し
て
候
物
か
な

［
渋
］
御
覧
じ
候
物
か
な

［
元
渋
］
遙
々
思
ひ
立
て
候

［
明
］
遙
々
入
唐
申
て
候

［
元
渋
］
有
難
か
り
け
る
御
こ
と
か
な

［
明
］
い
と
あ
り
が
た
き
御
事
か
な

【
４
ウ
】

［
元
渋
］
向
ひ
に
見
え
た
る
竹
林
に

［
明
］
向
ひ
に
見
え
た
る
林
の
上
に

【
５
オ
】

［
元
渋
］
あ
の
竹
林
の
岩
洞
は
虎
の
栖
に
て
候
を

［
明
］
あ
の
山
本
の
岩
窟
は
虎
の
栖
に
候
を
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【
５
ウ
】

［
元
明
］
蝸
牛
の
角
の
上
に
し
て

［
渋
］
蝸
牛
の
角
の
う
へ
に
し
て
〳
〵
（
返
し
に
抹
消
符
）　

＊
最
終
本
文

は
異
同
な
し

［
元
渋
］
猶
々
龍
虎
の
戦
ひ
の

［
明
］
猶
々
龍
虎
の
あ
ら
そ
ひ
の

【
６
オ
】

［
元
渋
］
何
れ
も
勢
ひ
妙
に
し
て

［
明
］
何
れ
も
勢
ひ
つ
よ
く
し
て

［
元
明
］
互
の
勢
を
あ
ら
そ
ふ
事

［
渋
］た
が
ひ
の
勢　

あ
ら
そ
ふ
事（「
勢
」の
後
の「
を
」を
胡
粉
で
抹
消
）

【
６
ウ
】

［
元
渋
］
本
よ
り
竹
は
直
に
し
て

［
明
］
か
し
こ
の
林
直
に
し
て

［
元
渋
］
羅
漢
に
仕
へ
奉
る

［
明
］
羅
漢
に
仕
へ
申
つ
ゝ

【
７
オ
】

［
元
渋
］
是
そ
和
國
の
物
語

［
明
］
是
ぞ
龍
虎
の
も
の
が
た
り

［
元
渋
］
竹
の
林
の
こ
な
た
な
る

［
明
］
繁
る
林
の
こ
な
た
な
る

【
７
ウ
】

［
元
渋
］
竹
林
を
遥
に

［
明
］
は
や
し
を
遥
に

【
８
オ
】

［
元
渋
］
竹
林
に
覆
ひ

［
明
］
林
に
覆
ひ
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［
元
渋
］
竹
林
の
岩
洞
に

［
明
］
い
は
ほ
の
中
に

【
８
ウ
】

［
元
渋
］
か
た
き
を
追
手
に

［
明
］
か
た
き
を
目
に
か
け

［
元
渋
］
か
ゝ
り
け
る
所
に
、
〳
〵

［
明
］
か
ゝ
り
け
る
と
こ
ろ
に

［
元
渋
］
虎
乱
の
い
き
ほ
ひ
た
け
く

［
明
］
虎
乱
の
い
き
ほ
ひ
つ
よ
く

［
元
渋
］
竹
枝
を
折
て

［
明
］
爪
を
と
ぎ
た
て

【
９
オ
】

［
元
渋
］
悪
虎
を
ま
か
ん
と

［
明
］
悪
虎
の
う
へ
に

［
元
渋
］
追
つ
め
く
は
む
と
す
れ
は

［
明
］
追
つ
め
あ
ら
そ
ひ
け
る
が

［
元
明
］
雲
ゐ
に
遥
に
の
ほ
れ
は

［
渋
］
雲
ゐ
に
遥
に
の
ぼ
る
を
（「
る
を
」、
胡
粉
抹
消
跡
に
上
書
）

［
元
渋
］
悪
虎
は
勢
ひ

［
明
］
悪
虎
は
し
た
ひ

［
元
渋
］
無
念
の
い
き
ほ
ひ

［
明
］
う
そ
ふ
く
よ
そ
ほ
ひ

［
元
渋
］
又
竹
林
に
飛
か
へ
り
、
ま
た
竹
林
に
飛
帰
つ
て
其
ま
ゝ
岩
洞
に

入
に
け
る

［
明
］
又
巖
頭
に
飛
か
け
り
、
ま
た
巖
頭
に
、
と
び
か
け
つ
て
其
ま
ゝ
岩

窟
に
入
に
け
り

　

龍
虎
の
場
合
、
西
丸
献
上
識
語
本
に
明
和
改
正
謡
本
と
の
関
連
性
は
確
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認
で
き
ず
、
元
禄
三
年
六
月
の
刊
記
を
持
つ
三
十
番
本
と
か
な
り
近
い
本

文
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
三
十
番
本
は
文
化
二
年（
一
八
〇
五
）刊
の『
随

一
小
謡
摩
訶
大
成
』
の
頭
書
に
、
明
和
の
新
改
正
と
比
較
す
る
形
で
「
観

世
流
の
謡
に
中
改
正
と
ハ
、
観
世
周
雪
退
隠
の
後
上
京
し
て
改
め
ら
れ
し

直
し
也
」
と
言
及
さ
れ
る
十
二
世
観
世
大
夫
重
賢
（
周
雪
、延（一
七
四
六
）

享
三
年
没
）

の
中
改
正
に
該
当
す
る
本
で
あ
る
可
能
性
が
推
定
さ
れ
て
い
る
謡
本
で
あ

る７
。
た
だ
し
、
２
丁
目
２
行
目
以
降
は
明
暦
三
年
四
月
野
田
弥
兵
衛
刊
本

の
覆
刻
で
、
本
文
内
容
に
相
違
は
な
い
。
一
方
、
１
オ
の
最
初
に
挙
げ
た

異
同
箇
所
の
［
元
］「
是
は
」
は
、
明
暦
野
田
本
で
は
「
加
様
に
候
者
は
」

と
な
っ
て
お
り
、［
渋
］
の
も
と
の
本
文
と
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
１
ウ

の
［
元
］「
遥
々
と
思
ひ
し
に
」
は
、
明
暦
野
田
本
で
は
「
遥
々
と
思
候

し
に
」
で
、
こ
れ
も
［
渋
］
と
同
様
で
あ
る
。
西
丸
献
上
識
語
本
の
書
入

れ
改
訂
前
の
本
文
は
、
三
十
番
本
に
比
べ
て
明
暦
野
田
本
に
よ
り
近
い
と

言
え
る
。

　

西
丸
献
上
識
語
本
に
施
さ
れ
た
改
訂
が
、
元
禄
三
年
六
月
の
刊
記
を
持

つ
三
十
番
本
と
も
明
和
本
と
も
異
な
る
例
と
し
て
は
、２
オ
の［
渋
］「
所
々

を
」
の
抹
消
、
６
オ
の
［
渋
］「
勢
を
」
の
「
を
」
の
抹
消
、
９
オ
の
「
雲

ゐ
に
遥
に
の
ぼ
る
を
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
明
和
本
で
は
「
竹
」
字
を

含
む
言
葉
を
「
た
け
く
」
も
含
め
て
全
て
改
訂
し
て
お
り
、
こ
れ
は
明
和

本
の
「
経
政
」「
第
六
天
」
な
ど
に
も
共
通
し
て
い
る
が
、
将
軍
幼
名
の

竹
千
代
を
憚
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

な
お
、
観
世
宗
節
筆
江
戸
初
期
節
付
本
「
龍
虎８
」
と
比
較
す
る
と
、
先

述
の
一
丁
目
の
二
箇
所
の
異
同
箇
所
は
、明
暦
野
田
本
と
同
様
の
形
だ
が
、

右
に
挙
げ
た
校
異
と
は
異
な
る
箇
所
で
、
西
丸
献
上
識
語
本
や
三
十
番
本

と
の
異
同
が
多
く
確
認
で
き
る
。
宗
節
本
に
書
入
れ
を
し
た
の
は
九
世
身

愛
か
と
も
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
改
訂
詞
章
の
中
に
は
、
西
丸
献
上

識
語
本
や
三
十
番
本
と
一
致
す
る
も
の
も
含
ま
れ
る
。

◆
江
乃
島

＊
［
西
］
一
番
綴
謡
本
「〔
江
乃
嶋
〕」（
100
／
27
）

　

表
紙
を
闕
く
。
末
尾
に
清
親
の
筆
跡
で
、「
享
保
十
四
年
七
月
廿
五
日

／
西
丸
御
本
ニ
右
之
通
章
并
直
シ
共
相
納
差
上
ル
」
と
朱
書
。

【
１
オ
】

［
元
西
］
欽
明
天
皇
に
仕
へ
奉
る

［
明
］
當
今
に
つ
か
へ
奉
る

［
元
西
］
相
模
の
国
江
野
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［
明
］
相
模
の
国
榎
野

［
元
西
］
卯
月
十
日
あ
ま
り
に

［
明
］
卯
月
十
日
あ
ま
り

【
１
ウ
】

［
元
西
］
江
の
嶋

［
明
］
榎
の
島　

＊
以
下
、
同
様
の
表
記
の
異
同
は
掲
出
を
省
略

［
元
西
］
嶋
の
雲
上
に
天
女
顕
れ
給
ふ
、
是
弁
才
天
影
向
の
地
に
て

［
明
］
彼
島
に
弁
才
天
影
向
し
給
ひ

［
元
西
］
急
見
て
参
れ

［
明
］
見
て
ま
い
れ

［
元
西
］
東
海
道
に
下
向
仕
候

［
明
］
相
模
の
国
へ
下
向
仕
候

［
元
西
］
あ
つ
ま
路
も
そ
な
た
の
そ
ら
に

［
明
］
あ
づ
ま
路
は
、
そ
な
た
の
空
と

［
元
明
］
に
ほ
の
う
み

［
西
］
湖
の
海

【
２
オ
】

［
元
西
］
月
影
も
い
く
山
々
に
う
つ
り
こ
し

［
明
］
月
影
は
、
い
く
山
々
を
照
ら
す
ら
ん

［
元
西
］
日
を
重
て
急
候
程
に

［
明
］
日
を
重
候
ほ
ど
に

［
元
西
］
此
浦
の
者

［
明
］
此
あ
た
り
の
者

［
元
明
］
事
の
由
を
う
か
ゝ
は
は
や

［
西
］
事
の
由
を
も
窺
は
ゞ
や

［
明
］
事
の
由
を
た
づ
ね
ば
や
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【
２
ウ
】

＊
［
元
］
２
ウ
１
行
目
「
う
ら
ふ
れ
渡
る
、
沖
津
風
」
以
下
、
３
オ
２
行

目
「
心
す
こ
く
は
す
ま
さ
ら
ま
し
」
ま
で
［
明
］
は
「
袖
ふ
き
返
す
、
沖

津
風
」
以
下
の
別
文
（
掲
出
省
略
）。［
西
］
の
相
当
箇
所
は
［
元
］
と
異

同
な
し
。

【
３
オ
】

［
元
西
］
な
ひ
き
し
た
か
ふ
此
國
の
、
つ
き
せ
ぬ
御
代
は
あ
り
か
た
や
〳
〵

［
明
］
動
ず
盡
ず
豊
な
る
、
御
代
の
御
影
ぞ
、
有
難
き
〳
〵

【
３
ウ
】

［
元
西
］
我
江
の
嶋
に
あ
か
り

［
明
］
我
江
の
島
に
参
り

［
元
西
］
お
こ
と
は
此
浦
の
者
か

［
明
］
汝
は
此
浦
の
者
か

［
元
西
］
山
上
山
下
岩
窟
社
〳
〵
を
清
め
申
者
に
て
候

［
明
］
山
上
の
社
山
下
の
岩
窟
を
清
申
候

［
元
西
］
扨
御
身
は
い
つ
く
よ
り
の

［
明
］
さ
て
何
く
よ
り
の

【
４
オ
】

［
元
］
是
は
欽
明
天
皇
に
仕
へ
奉
る

［
西
］
是
は
忝
も
欽
明
天
皇
に
仕
へ
奉申
る
（「
奉
る
」
朱
線
見
消
、「
申
」

と
朱
傍
記
）

［
明
］
是
は
當
今
に
仕
へ
奉
る

［
元
西
］
是
迄
勅
使
を
下
さ
る
ゝ
な
り

［
明
］
は
る
〳
〵
爰
に
下
り
た
り

［
元
西
］
御
門
よ
り
の
勅
使
に
て
ま
し
ま
す
そ
や

［
明
］
勅
使
に
て
座
す
か
や

［
元
西
］
欽
明
天
皇
十
三
年
、
卯
月
十
二
日
戌
の
刻
よ
り
、
同
廿
三
日
辰

の
刻

［
明
］
去
る
卯
月
十
二
日
よ
り
、
同
廿
三
日
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【
４
ウ
】

［
元
西
］
江
野
南
海
湖
水
、
湊
の
口
に
雲
霞

［
明
］
此
所
の
海
上
雲
霧

［
元
西
］
天
水
ふ
ん
う
ん
た
り
、
大
地
震
動
す
る
事
（［
西
］
は
「
ふ
ん
う

ん
」
を
「
汾
沄
」
と
表
記
）

［
明
］
天
水
是
が
為
に
別
が
た
く
、
地
も
又
大
に
ふ
る
う
事

［
元
西
］
と
は
か
り
あ
り
て
天
女
雲
上
に
あ
ら
は
れ

［
西
］
暫
時
有
て
天
女
雲
上
に
顕
は
れ
て

［
明
］
と
ば
か
り
在
て
天
女
雲
間
に
顕
れ

［
元
西
］諸
々
の
天
衆
龍
神
水
火
雷
電
山
神
鬼
魅
夜
叉
羅
刹（
た
だ
し［
西
］

は
「
諸
々
」
を
「
諸
」
と
し
、
ま
た
「
雷
電
神
」
と
し
た
上
で
「
神
」
に

朱
の
抹
消
符
を
付
す
）

［
明
］
諸
の
天
部
龍
神
夜
叉
羅
刹

【
５
オ
】

＊
［
元
］
５
オ
１
行
目
「
雲
上
よ
り
盤
石
を
下
し
」
以
下
、
５
ウ
４
行
目

「
と
り
〳
〵
に
嶋
を
作
り
給
へ
は
」
ま
で
［
明
］
ナ
シ
。
当
該
箇
所
は
［
元
］

［
西
］
の
み
対
校
。

［
元
］
宕
巖
お
ほ
く

［
西
］
嶌
岸
多
く

［
元
］
銅
し
よ
を
持
て

［
西
］
銅
枓
を
以
て

【
５
ウ
】

［
元
西
］
梵
天
帝
釈
四
大
天
王
、
上
界
の
天
人
下
界
の
龍
神

［
明
］
梵
天
帝
釈
四
大
天
王

［
元
西
］
の
こ
ら
す
爰
に
あ
ら
は
れ
給
ひ

［
明
］
の
こ
ら
ず
爰
に
あ
ら
は
れ
出
て

【
６
オ
】

［
元
西
］
江
野
に
名
そ
ら
へ
て

［
明
］
柄
野
に
、
な
ぞ
ら
へ
て
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［
元
西
］
天
部
の
影
向

［
明
］
天
女
の
影
向

［
元
］
中
〳
〵
の
事
此
嶋
は
、
各
諸
神
ま
し
ま
す

［
西
］
中
〳
〵
の
事
此
嶋
に
、
各
諸
神
ま
し
ま
す

［
明
］
中
々
の
事
こ
の
し
ま
に
、
神
々
集
ま
し
ま
す

【
６
ウ
】

［
元
西
］
天
部
と
夫
婦
の
御
神
に
て
、
衆
生
済
度
の
御
方
便

［
明
］
天
女
と
夫
婦
の
御
神
に
て

【
７
オ
】

［
元
西
］
悪
神
は
万
里
の

［
明
］
悪
神
も
萬
里
の

【
７
ウ
】

［
元
］
目
出
度
子
細
共

［
西
明
］
目
出
度
子
細

［
元
］
残
さ
す
も
の
語
申
候
へ

［
西
明
］
残
さ
す
申
候
へ

［
元
西
］
念
比
に
申
上
候
へ
し
（
た
だ
し
［
西
］
は
全
体
を
朱
線
見
消
）

［
明
］（
ナ
シ
）

［
元
西
］
數
十
余
丈
な
り

［
明
］
數
十
丈
な
り

［
元
］
清
浅
た
り

［
西
明
］
清
濺
た
り

【
８
オ
】

［
元
］
此
池
を
し
め
て

［
西
明
］
此
地
を
し
め
て

【
８
ウ
】

［
元
西
］
大
蛇
す
め
り
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［
明
］
悪
龍
す
め
り

［
元
］
眼
に
白
日
を
つ
な
ぬ
き
身
に
黒
雲
を
ま
つ
へ
り

［
西
］
眼
に
白
日
を
貫
き
身
に
黒
雲
を
ま
つ
へ
り

［
明
］
眼
は
、
白
日
と
耀
き
、
身
に
黒
雲
を
ま
と
へ
り

［
元
西
］
垂
仁
天
皇
の
御
宇
迄
は
十
一
代
の
帝
祚
を
へ

［
明
］
垂
仁
天
皇
の
御
宇
ま
で

【
９
オ
】

［
元
西
］
天
部
は
龍
に
向
ひ

［
明
］
天
女
は
龍
に
向
ひ

［
元
］
守
護
人

［
西
明
］
守
護
神

［
元
西
］
今
よ
り
殺
害

［
明
］
そ
れ
よ
り
殺
害

【
10
オ
】

［
元
西
］
天
部
の
夫
婦
の
神

［
明
］
天
女
と
夫
婦
の
神

［
元
西
］
天
部
の
御
姿

［
明
］
天
女
の
御
姿

［
元
西
］
岐
伯
か
絶
䡄
を
さ
き
に
あ
け
、
張
儀
か
英
聲
を
後
に
は
す
（
た

だ
し
［
西
］
は
「
岐
伯
」
を
「
岐
白
」
と
す
る
）

［
明
］
た
ち
ま
ち
異
香
遍
満
し
、
微
妙
の
音
楽
雲
中
に
聞
ゆ

［
元
］
是
桌忩
明
勇
進
弁
才
天
の

［
西
］
是
聡
明
勇
進
弁
才
天
の

［
明
］
実
聰
明
勇
進
弁
才
天
は

【
10
ウ
】

［
元
西
］
卞
和
か
玉
も
な
に
な
ら
す

［
明
］
干
珠
満
珠
も
な
に
な
ら
ぬ
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［
元
西
］
天
部
の
み
姿

［
明
］
天
女
の
御
姿

［
元
西
］
衆
生
済
度
の
そ
の
御
方
便

［
明
］
衆
生
済
度
の
其
御
誓

【
11
オ
】

［
元
］
現
寿
無
比
楽

［
西
明
］
現
受
無
比
楽

【
11
ウ
】

［
元
］
眼
に
白
日
を
つ
な
ぬ
き
、
其
身
に
黒
雲
を
ま
つ
へ
り

［
西
］
眼
に
白
日
を
貫
き
、
其
身
に
黒
雲
を
ま
つ
へ
り

［
明
］
眼
は
白
日
と
か
ゝ
や
き
、
其
身
に
黒
雲
を
ま
と
へ
り

【
12
オ
】

［
元
西
］
辨
財
天
部

［
明
］
辨
財
天
女

［
元
西
］
す
ゝ
み
と
る
て
ふ

［
明
］
つ
た
ひ
下
り
て

［
元
西
］
磯
う
つ
波
も

［
明
］
き
し
う
つ
波
も

［
元
］
雲
を
ふ
く

［
西
明
］
雲
を
ふ
き

【
12
ウ
】

［
元
西
］
其
時
天
部
は

［
明
］
其
時
天
女
は

　

西
丸
献
上
識
語
本
は
元
禄
三
年
六
月
刊
本
に
近
く
、
大
部
分
が
明
和
改

正
謡
本
と
の
校
異
と
な
っ
た
。
江
乃
嶋
の
場
合
、
西
丸
献
上
識
語
本
の
段

階
で
の
改
訂
が
明
和
本
の
改
訂
に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
な
経
緯
は
認
め

ら
れ
な
い
。
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四
、
天
明
新
十
番
所
収
曲
「〔
第
六
天
〕」「〔
逆
鉾
〕」

「
吉
野
天
人
」

　

西
丸
献
上
識
語
本
の
う
ち
、〔
第
六
天
〕・〔
逆
鉾
〕・
吉
野
天
人
の
計
三

曲
に
つ
い
て
は
、先
述
の
通
り
、観
世
流
謡
本
の
近
世
刊
本
と
し
て
は
（
番

外
謡
本
を
除
け
ば
）
明
和
改
正
謡
本
で
新
た
に
収
め
ら
れ
た
曲
目
で
、
明

和
本
廃
止
の
後
も
、観
世
流
の
演
目
と
し
て
残
り
、天
明
四
年（
一
七
八
四
）

六
月
山
本
長
兵
衛
刊
本
の
天
明
新
十
番
に
収
め
ら
れ
た
。
寛
延
三
年
（
一

七
五
〇
）
の
観
世
元
章
の
勧
進
能
で
演
じ
ら
れ
た
の
が
契
機
と
な
っ
て
、

観
世
流
の
演
能
曲
目
に
加
え
ら
れ
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る９
。
こ
れ

に
先
立
ち
、
第
六
天
は
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
十
月
二
十
二
日
に
、
江

戸
城
二
之
丸
慰
能
で
観
世
大
夫
嗣
子
の
三
十
郎
元
章
が
演
じ
て
お
り
、
逆

鉾
は
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
五
月
二
十
三
日
の
江
戸
城
本
丸
奥
慰
能
で
、

観
世
大
夫
と
な
っ
て
い
た
元
章
が
演
じ
て
い
る
（
触
流
し
御
能
組
（
一
）10
）。

そ
の
前
段
階
と
な
る
と
、
徳
川
綱
吉
・
家
宣
の
時
代
の
稀
曲
ブ
ー
ム
の
中

で
の
重
記
の
上
演
に
な
る
。
吉
野
天
人
の
謡
本
で
は
、
末
尾
に
朱
で
「
十

月
廿
五
日
／
西
丸
ヘ
上
ル
」
と
記
し
た
後
に
、
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）

二
月
三
日
の
柳
沢
出
羽
守
保
明
（
吉
保
）
邸
へ
の
綱
吉
御
成
の
際
、
初
め

て
十
三
世
観
世
大
夫
重
記
が
吉
野
天
人
を
務
め
た
際
の
番
組
を
朱
書
し
て

い
る
。
第
六
天
も
、
元
禄
十
一
年
二
月
三
十
日
に
観
世
重
記
が
演
じ
て
い

る11
。
時
を
経
た
後
、
こ
れ
ら
を
観
世
流
の
演
目
と
し
た
の
が
元
章
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
版
本
と
し
て
は
天
明
四
年
六
月
山
本
長
兵
衛
刊
本
に
収
め

ら
れ
、
天
明
新
十
番
と
称
さ
れ
る
曲
に
な
る
。
天
明
新
十
番
は
、
代
主
・

忠
信
・
吉
野
天
人
・
烏
帽
子
折
・
合
甫
・
逆
矛
・
第
六
天
・
住
吉
詣
・
恋

重
荷
・
大
瓶
猩
々
の
十
曲
で
あ
る
。
表
章
氏
は
、
天
明
四
年
刊
本
の
詞
章

に
つ
い
て
、

　
「
烏
帽
子
折
・
恋
重
荷
は
元
禄
本
と
は
著
し
く
異
な
り
、
明
和
本

と
も
一
致
し
な
い
。
大
よ
そ
は
、
明
和
本
の
形
を
も
と
に
し
て
、
そ

の
改
正
詞
章
の
行
き
過
ぎ
を
是
正
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
他
の
七

番
も
、
明
和
本
を
か
な
り
訂
正
し
て
お
り
、
こ
れ
は
明
和
本
以
前
の
、

寛
延
の
勧
進
能
の
当
時
の
詞
章
に
復
原
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る

が
、
217
・
223
の
番
外
本
と
重
な
る
曲
は
、
大
む
ね
そ
れ
に
近
い
。
大

瓶
猩
々
は
217
に
駒
形
猩
々
の
名
で
収
め
ら
れ
た
曲
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ

る
」（
高
橋
注
、
217
は
貞
享
三
年
九
月
林
和
泉
掾
刊
番
外
謡
本
、
223

は
元
禄
二
年
正
月
林
和
泉
掾
刊
番
外
謡
本
で
、そ
れ
ぞ
れ
三
百
番
本
・

四
百
番
本
と
通
称
さ
れ
る
）

と
位
置
づ
け
て
い
る
。
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こ
れ
ま
で
主
に
、
元
禄
三
年
六
月
山
本
長
兵
衛
刊
本
と
明
和
改
正
謡
本

と
対
校
し
て
い
た
が
、
こ
の
三
曲
に
つ
い
て
は
元
禄
三
年
六
月
刊
本
に
収

め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
三
百
番
本
（
又
は
四
百
番
本
）、
明
和
本
、

天
明
四
年
六
月
山
本
長
兵
衛
刊
本
の
三
本
と
対
校
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
本
文
の
位
置
を
探
る
こ
と
に
し
た
い
。
以
下
、
校
異
の
位
置
は
、
三
百

番
本
・
四
百
番
本
の
丁
付
に
よ
っ
て
示
す
。

◆
第
六
天

＊
［
石
］
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
一
番
綴
謡
本
「〔
第
六
天
〕」（
4
／
2

／
34
）
識
語
「
卯
月
十
六
日
西
丸
上
ル
」

＊
対
校
本

［
四
］
元
禄
二
年
正
月
林
和
泉
掾
刊
番
外
謡
本
（
四
百
番
本
）

［
明
］
明
和
二
年
六
月
出
雲
寺
和
泉
掾
刊
本
（
81
／
2
／
15
）

［
天
］
天
明
四
年
六
月
山
本
長
兵
衛
刊
本
（
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
五
377
イ
）

【
１
オ
】（
以
下
［
四
］
の
丁
付
で
の
位
置
）

［
四
石
天
］
心
の
花
を
手
向
と
て
、
〳
〵
太
神
宮
に
参
ら
ん

［
明
］
御
手
に
ま
つ
は
る
折
釧
、
〳
〵
、
い
す
ゞ
の
宮
に
ま
い
ら
む

［
四
］
是
は
洛
陽
の
か
た
は
ら
に
解
脱
と
申

［
石
］
是
は
洛
陽
の
傍
に
解
脱
と
申
（
七
字
分
、
墨
線
で
見
消
）

［
明
天
］
是
は
解
脱
と
申

［
四
］
旅
衣
九
の
重
を

［
石
］
旅
衣
九
重
ね
を

［
明
天
］
旅
衣
け
ふ
九
重
を

【
１
ウ
】

［
四
石
天
］
杉
の
木
の
ま
に
波
よ
す
る

［
明
］
杉
の
木
の
間
に
眺
む
れ
ば

［
四
］
竹
の
都
も
程
な
く
わ
た
ら
へ
の
宮
に

［
石
］
竹
の
都
も
程
も
な
く
度
會
の
宮
に

［
明
］
阿
濃
の
入
江
の
程
も
な
く
度
會
の
宮
に

［
天
］
た
け
の
都
の
程
も
な
く
度
會
の
宮
に

【
２
オ
】

［
四
石
天
］
有
か
た
か
り
し
、
宮
居
か
な
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［
明
］
実
有
が
た
き
、
宮
居
か
な

［
四
明
天
］
心
や
す
く
そ
任
せ
つ
る

［
石
］
心
や
す
く
に
任
せ
つ
る

【
２
ウ
】

［
四
明
天
］
和
光
同
塵
の
本
願

［
石
］
和
光
同
塵
本
願

【
３
オ
】

［
四
石
］
濁
水
の
我
等

［
明
天
］
濁
世
の
我
ら

［
四
石
天
］
神
力
の
妙
楽

［
明
］
神
力
の
冥
助

＊
［
四
］
は
続
く
記
事
に
誤
刻
が
あ
り
、「
神
力
の
妙
楽
を
か
ふ
む
ら
さ

ら
ん
や
」
の
「
む
ら
」
脱
字
。

［
四
石
天
］
語
り
参
ら
せ
う
す
る
に
て
候

［
明
］
語
つ
て
き
か
せ
申
候
べ
し

［
四
石
］
や
ま
と
た
け
の
み
こ
と
、
七
百
余
歳
に
至
る
ま
て

［
明
］
倭
姫
の
命
、
神
鏡
に
か
し
づ
き
て

［
天
］
倭
姫
の
命
七
百
余
歳
に
至
る
ま
で

【
３
ウ
】

［
四
石
天
］
洗
ひ
し
に
よ
り

［
明
］
洗
給
ひ
し
よ
り

［
四
石
］
垂
仁
天
皇
の
御
宇
に
、
は
し
め
て

［
明
］
垂
仁
の
御
宇
に
お
こ
り
て

［
天
］
垂
仁
の
御
宇
に
は
じ
め
て

［
四
石
天
］
日
神
月
神
を

［
明
］
内
外
の
御
神
を

［
四
石
天
］
ひ
る
こ
そ
さ
の
を
は

［
明
］
月
よ
み
そ
さ
の
を
は
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【
４
オ
】

［
四
石
］
高
天
か
原

［
明
］
高
天
原

［
天
］
高
天
の
原

［
四
］
同
中
に
も
、
岩
戸
の
舞
の
袖
返
す
神
楽
は
お
も
し
ろ
や　
シ
テ
謹
上

　
地
再
拝
、
人
た
い
ら
か
に
生
る
ゝ
は
、
丸
か
力
に
、
よ
つ
て
な
り

［
石
］
地
中
に
も
、
岩
戸
の
舞
の
袖
返
す
神
楽
は
面
白
や　
シ
テ
謹
上　
地
再

拝　
シ
テ
人
平
か
に
生
る
ゝ
は
、
丸
か
力
に
、
よ
つ
て
な
り
（
全
体
を
朱

線
見
消
）

［
明
天
］（
ナ
シ
）

【
４
ウ
】

［
四
石
］
か
ゝ
る
恵
を
お
し
な
へ
て
、
〳
〵

［
明
］
か
ゝ
る
恵
み
を
お
し
な
へ
て

［
天
］
か
ゝ
る
め
ぐ
み
を
お
し
な
み
て

［
四
石
］
た
の
め
や
た
の
め
神
の
告
そ
と

［
明
天
］
頼
め
や
頼
め
神
の
告

［
四
石
］
シ
テ
榊
葉
そ
へ
て　
同
と
り
〳
〵
に

［
明
天
］
榊
葉
そ
へ

［
四
］
爰
に
来
り
て
申
そ
と
て

［
石
］
夢
に
来
り
て
申そと
て
（「
申
」
の
後
に
「
そ
」
傍
記
挿
入
）

［
明
天
］
夢
に
来
り
て
申
と
て

［
四
］
失
に
け
り

［
石
明
天
］
失
に
け
り
〳
〵

【
５
オ
】

［
四
］
風
雨
い
か
つ
ち

［
石
明
天
］
風
雨
雷
電
（［
明
］
は
「
フ
ウ
ウ
ラ
イ
デ
ン
」
と
傍
訓
あ
り
）

［
四
石
］
さ
て
〳
〵
供
奉
は
た
れ
〳
〵
そ
、
〳
〵

［
明
天
］
さ
て
又
供
奉
は
誰
〳
〵
ぞ
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［
四
石
］
う
ん
ま
四
ま
（［
石
］
は
「
蘊
魔
死
魔
」）

［
明
天
］
陰
魔
死
魔

［
四
石
］
天
子
こ
ほ
う
ま
（［
四
］
は
「
天
」
字
、「
大
」
に
近
い
）

［
明
］
天
魔
業
魔

［
天
］
天
子
業
魔

【
５
ウ
】

　
［
四
石
］
此
比
帝
尺
の
軍
に
う
ち
か
つ
て
、
手
に
日
月
を
に
き
り
、
身

を
須
弥
の
上
に
を
き
て
、
一
足
に
大
海
を
ふ
む
と
い
へ
と
も
、
け
ん
そ
く

毎
日
、
数
万
人
を
ほ
ろ
ほ
す
其
故
は
、
南
贍
部
州
に
沙
門
有
て
、
衆
生
を

化
度
し
、
法
力
を
増
長
す
、
か
れ
を
さ
ま
た
け
、
我
道
に
誘
引
せ
ん
事
い

た
は
し
や
（
た
だ
し
［
石
］
は
「
法
力
を
増
長
す
」
を
「
法
力
増
長
す
」

と
す
る
）

［
明
天
］（
ナ
シ
）

【
６
オ
】

［
四
石
］則
し
や
う
天
い
か
り
を
な
し
て
、〳
〵
、鉄
杖
を
ふ
り
上
尊
に
か
ゝ

れ
は

［
明
］
即
み
こ
と
、
顕
は
れ
給
へ
ば
さ
し
も
に
い
さ
む
、
六
天
な
れ
ど
も

お
そ
れ
を
な
し
て
ぞ
、
見
え
た
り
け
る

［
天
］
則
そ
さ
の
を
顕
れ
給
ひ
、
す
な
は
ち
素
盞
烏
あ
ら
は
れ
給
へ
ば
さ

し
も
に
た
け
き
、
六
天
な
れ
ど
も
恐
れ
を
な
し
て
ぞ
、
見
え
た
り
け
る

［
四
石
］
素
盞
烏
是
を
見
る
よ
り
も
、
〳
〵

［
明
］
み
こ
と
は
猶
も
、
い
か
り
給
ひ
、
〳
〵
て

［
天
］
そ
さ
の
を
猶
も
い
か
り
給
ひ
、
〳
〵
て

［
四
石
天
］
寳
棒
を
取
な
を
し
う
た
ん
と
せ
し
に

［
明
］
ず
は
え
を
取
な
ほ
し
う
た
む
と
し
給
ふ
に

［
四
石
］
あ
り
し
ゆ
の
こ
と
く
、
な
さ
ん
と
せ
し
を

［
明
天
］
忽
さ
む
〳
〵
に
苦
を
み
せ
給
へ
ば

［
四
石
］
み
こ
と
は
歓
㐂
の
氣
色
を
あ
ら
は
し
、
雲
ゐ
に
あ
か
ら
せ
給
ひ

け
れ
は

［
明
天
］
尊
は
雲
ゐ
に
あ
が
ら
せ
給
ひ
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［
石
］
は
、
明
和
本
と
の
比
較
に
お
い
て
は
四
百
番
本
に
近
い
。
四
百

番
本
と
異
な
っ
て
明
和
本
と
共
通
す
る
部
分
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
明
和
本

と
の
特
別
な
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。四
百
番
本
の
大
き
な
特
色
と
し
て
、

４
オ
に
示
し
た
詞
章
で
神
楽
が
入
る
点
が
挙
げ
ら
れ
、［
石
］
の
当
初
の

本
文
は
四
百
番
本
と
同
様
だ
が
、
そ
れ
を
朱
線
で
消
し
て
い
る
。
ま
た
、

四
百
番
本
の
５
ウ
の
魔
王
と
帝
尺
の
軍
と
の
争
い
を
描
く
詞
章
部
分
は
、

［
明
］［
天
］
に
は
な
い
本
文
だ
が
、［
石
］
は
小
異
を
含
む
も
の
の
、
相

当
す
る
本
文
が
あ
る
。
ま
た
、
天
明
四
年
刊
本
は
明
和
の
改
訂
を
も
と
に

近
い
形
に
戻
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
も
の
の
、
明
和
本
の
影
響
が
か
な
り

残
っ
て
い
る
。
１
ウ
に
挙
げ
た
［
天
］「
た
け
の
都
の
程
も
な
く
度
會
の

宮
に
」
は
、
明
和
本
が
「
竹
の
都
」
を
憚
っ
て
「
阿
濃
の
入
江
」
に
改
め

た
の
を
元
に
戻
し
て
い
る
例
で
あ
る
。

◆
逆
鉾

＊
［
渋
］
渋
表
紙
一
番
綴
謡
本
「〔
逆
鉾
〕」（
80
／
7
）
識
語
「
西
丸
ヘ

上
ル
／
十
月
廿
一
日
」

＊
対
校
本

［
四
］
元
禄
二
年
正
月
林
和
泉
掾
刊
番
外
謡
本
（
四
百
番
本
）

［
明
］
明
和
二
年
六
月
出
雲
寺
和
泉
掾
刊
本
（
81
／
2
／
1
）

［
天
］
天
明
四
年
六
月
山
本
長
兵
衛
刊
本
（
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
五
377
イ
）

【
１
オ
】（
以
下
［
四
］
の
丁
付
で
の
位
置
）

［
四
］
奈
良
の
御
門

［
渋
明
天
］
當
今

【
１
ウ
】

［
四
渋
天
］
な
を
雲
遠
き

［
明
］
雲
居
に
遠
き

［
四
］
井
手
の
下
帯

［
渋
明
天
］井
出
の
下
紐（［
渋
］は「
紐
」を
胡
粉
で
抹
消
し「
紐
」と
上
書
）

［
四
渋
天
］
二
人
色
つ
く
秋
の
、
紅
葉
哉　
ツ
レ
紅
葉
の
色
も
時
め
き
て　
二

人
錦
を
は
れ
る
、
け
し
き
哉

［
明
］
二
人
ち
か
づ
き
ぬ
ら
ん
、
夕
時
雨　
ツ
レ
し
ば
〳
〵
降
ば
は
や
ま
し

に　
二
人
く
れ
な
ゐ
深
き
山
路
か
な

【
２
オ
】
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［
四
渋
天
］
是
は
當
社

［
明
］
是
は
當
國

［
四
天
］
な
ふ
し
よ
く
な
か
ら

［
渋
］
な
う
し
よ
く
な
が
ら

［
明
］
里
人
な
が
ら

［
四
］
宮
路
に
か
よ
ひ

［
渋
］
宮
路
にを
か
よ
ひ
（「
に
」
に
朱
の
抹
消
符
、「
を
」
と
墨
で
傍
記
）

［
天
明
］
宮
路
を
通
ひ

［
四
］
頼
む
た
の
み
も

［
渋
］
頼
む
ね
が
ひ
も
（「
ね
が
ひ
」
は
「
た
の
み
」
に
抹
消
符
を
付
し
「
ね

か
ひ
」
と
傍
記
し
、
そ
の
全
体
を
胡
粉
で
抹
消
し
「
ね
が
ひ
」
と
上
書
）

［
明
天
］
頼
願
ひ
も

［
四
渋
天
］
紅
葉
も
い
た
つ
ら
に
た
ゝ
や
み
の
夜
の
に
し
き
也

［
明
］
紅
葉
は
照
ま
さ
り
火
影
に
も
実
い
ち
じ
る
し

【
２
ウ
】

［
四
渋
天
］
岸
や
く
つ
る
ら
ん
、
〳
〵

［
明
］
き
し
も
う
つ
り
そ
ふ
、
〳
〵

［
四
］
水
の
色
そ

［
渋
天
明
］
水
の
色
は

［
四
渋
天
］
に
こ
る
共
へ
た
て
し
な

［
明
］
き
よ
け
し
や
隔
な
き

［
四
渋
天
］
御
影
も
紅
葉
は
の
、
爰
は
と
き
は
の
色
は
へ
て

［
明
］
み
か
げ
の
く
も
り
な
き
、
紅
葉
も
今
は
色
は
へ
て

【
３
オ
】

［
四
］
一
見
の
者
に
て
候
、
し
き
山
へ
の

［
渋
］
一
見
の
者
に
て
候
、
寳
山
へ
の

［
明
天
］
一
見
の
者
な
り
、
寳
山
へ
の

［
四
］
安
間
の
事
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［
渋
］
安
き
間
の
事
御
事
か
な（「

事
」
に
抹
消
符
、「
御
事
か
な
」
と
傍
記
）

［
明
天
］
安
き
間
の
御
事
か
な

［
四
］
此
方
へ
御
入
候
へ

［
渋
］
此
方
へ
御
入出
候
へ
（「
入
」
に
朱
の
抹
消
符
、「
出
」
と
朱
傍
記
）

［
明
天
］
こ
な
た
へ
御
出
候
へ

【
３
ウ
】

［
四
］
あ
ら
う
れ
し
や
候

［
渋
明
天
］
荒
㐂姫
し
や

［
四
渋
天
］
日
本
第
一

［
明
］
我
朝
第
一

［
四
］
此
所
の
事
に
て
候

［
渋
］
此
所
の
御
事
に
て
候
（「
御
」
は
後
筆
で
、
行
頭
に
一
格
高
く
記
さ

れ
る
）

［
明
］
こ
の
御
山
に
て
候

［
天
］
此
所
の
御
事
に
て
候

［
四
］
ワ
キ
さ
ら
は
御
山
の
い
は
れ
を
御
物
か
た
り
候
へ

［
渋
］
ワ
キ
さ
ら
は
此
御
山
の
謂
を
委
し
く
御
物
か
た
り
候
へ
（
当
該
ワ
キ

台
詞
に
見
消
線
を
付
し
、
そ
の
前
の
シ
テ
台
詞
末
尾
に
「
當
社
の
謂
委
く

語
て
聞
せ
申
候
べ
し
」
と
傍
記
挿
入
）

［
明
天
］
シ
テ
當
社
の
い
は
れ
委
語
つ
て
聞
せ
申
候
べ
し

【
４
オ
】

［
四
渋
天
］
抑
瀧
ま
つ
り
の
御
神
と
申
は
則
當
社
の
御
事
也
、
昔
て
ん
そ

の
み
こ
と
の
り
、末
あ
き
ら
か
成
御
国
と
か
や
（
た
だ
し
［
渋
天
］
は
「
と

申
は
」
を
「
と
は
」
と
す
る
）

［
明
］
抑
國
の
常
立
の
尊
と
申
し
は
、
か
た
じ
け
な
く
も
天
つ
御
神
の
、

の
り
ご
と
受
て
山
陰
道
を
、
よ
ゝ
も
つ
國
と
栄
木
葉
の
、
い
や
栄
さ
せ
給

ひ
け
り

【
４
ウ
】

［
四
渋
天
］
い
さ
な
き
い
さ
な
み
と
か
う
す

［
明
］
伊
弉
諾
伊
弉
册
と
申
奉
る
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［
四
渋
天
］
時
に
国
と
こ
た
ち
、
い
さ
な
き
に
た
く
し
て
の
た
ま
は
く

［
明
］
と
き
に
天
神
伊
弉
諾
の
み
こ
と
に
宣
は
く

［
四
］
豊
あ
し
は
ら
に
千
五アキ
ミ
ツ
ヲ
百
し
ゆ
の
国
有

［
渋
］
豊
芦
原
に
千
五
百
種
秋
瑞
穂の
國
あ
り
（「
に
」
に
抹
消
符
、「
種
」
に
見

消
線
を
付
し
「
秋アキ
ミ
ツ
ヲ

瑞
穂
」
と
傍
記
）

［
明
天
］
豊
芦
原
千
五
百
秋
瑞
穂
の
國
あ
り

［
四
渋
天
］
汝
よ
く
し
る
へ
し
と
て
、則
あ
ま
の
御
鉾
を
、さ
つ
け
給
ふ
（
た

だ
し
［
渋
］
は
「
御
鉾
」
の
右
に
「
と
ボ
コ
」、「
御
」
の
左
に
「
ヌ
」
と

傍
記
。

［
明
］
汝
能
し
つ
べ
し
と
て
、
す
な
は
ち
あ
ま
つ
瓊
ぼ
こ
を
、
さ
づ
け
給

ふ
（
傍
訓
の
う
ち
「
瓊
」
字
に
は
「
ヌ
」
と
付
す
）

［
四
渋
天
］
直
な
る
道
を

［
明
］
す
ぐ
な
る
道
に

［
四
］
御
鉾
を
あ
ら
た
め

［
渋
］
御
鉾
を
改
め
て
（「
て
」
は
本
行
で
な
く
傍
記
挿
入
）

［
明
天
］
御
ほ
こ
を
あ
ら
た
め
て

【
５
オ
】

［
四
］
民
も
お
さ
め
え
て

［
渋
］
民
もを
治
め
え
て
（「
も
」
に
抹
消
符
、「
を
」
と
傍
記
）

［
明
天
］
民
を
を
さ
め
得
て

［
四
］
国
治
り

［
渋
明
天
］
國
土
治
ま
り
て

［
四
渋
天
］
宝
の
山
と
号
す
也

［
明
］
号
ナ
ヅ
ケた

り
（「
号
」
に
「
ナ
ヅ
ケ
」
と
傍
訓
）

【
５
ウ
】

［
四
］
問
は
名
を
え
て

［
渋
］
と
へ
ば
名
を
へ
て
（「
て
」
字
周
辺
に
胡
粉
抹
消
の
跡
あ
り
）

［
明
天
］
と
へ
ば
名
を
得
し

［
四
渋
天
］
て
ら
す
日
影
や
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［
明
］
照
す
日
影
も

［
四
渋
天
］
あ
め
つ
ち
す
な
ほ
な
る
事
も
、

［
明
］
天
地
し
づ
か
な
り
と
か
や
、

［
四
］
爰
こ
そ
た
か
ら
身
は
し
ら
す
、
国
の
宝
の
山

［
渋
］
爰
こ
そ
たち
か
ら
身御
はは

し
ら
すの
、國
の
宝
の
山（「
た
」「
す
」に
抹
消
符
、

「
身
」
に
縦
線
を
引
い
て
見
消
に
し
て
傍
記
）

［
明
］
爰
こ
そ
國
の
御
柱
の
、
御
代
の
寳
の
山

［
天
］
爰
こ
そ
た
か
ら
御
柱
の
、
御
代
の
た
か
ら
の
山

【
６
オ
】

［
四
渋
天
］
能
々
礼
し
給
へ
や

［
明
］
能
々
を
が
み
給
へ
や

［
四
明
天
］
実
や
立
田
の
神
の
名
の
、
〳
〵

［
渋
］
実
や
龍
田
の
神
の
名
をの
、〳
〵
（「
を
」
に
見
消
線
を
付
し
左
に
「
の
」

と
墨
書
、
そ
れ
を
胡
粉
で
消
し
、
右
に
「
の
」
と
朱
傍
記
）

［
四
渋
天
］
た
か
ら
の
御
鉾
同
し
く
は

［
明
］
寳
の
御
矛
を
さ
む
な
る

［
四
渋
天
］
か
け
は
つ
か
し
き
立
田
山
の

［
明
］
さ
し
も
名
に
お
ふ
龍
田
山
の

【
６
ウ
】　

＊
以
下
７
オ
に
か
け
て
三
箇
所
の
校
異
は
、
連
続
し
た
詞
章
部

分［
四
渋
天
］
御
山
の
は
ゝ
そ
の
紅
葉
か
た
し
き
て
、
は
ゝ
そ
の
紅
葉
か
た

し
き
て
、
爰
に
か
り
ね
の
枕
よ
り
、
音
楽
聞
え
花
ふ
り
て
、
い
き
や
う
く

ん
す
る
ふ
し
き
さ
よ
、
〳
〵

［
明
］（
ナ
シ
）

【
７
オ
】

［
四
］（
ナ
シ
）

［
渋
］（
本
行
に
ナ
シ
。
上
部
余
白
に
「
そ
め
い
ろ
や
、
西
く
れ
な
ゐ
の
山

か
づ
ら
、
か
ざ
す
紅
葉
の
、
龍
田
ひ
め
」
と
朱
で
書
入
）

［
明
天
］
そ
め
い
ろ
や
、
西
く
れ
な
ゐ
の
山
か
づ
ら
、
か
ざ
す
も
み
ぢ
の
、

龍
田
ひ
め
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［
四
渋
天
］（
ナ
シ
）

［
明
］
天
女
あ
ら
き
風
、
と
ゞ
め
し
か
ら
に
、
天
が
下　
地
草
の
か
き
葉
も

ゆ
た
け
か
ら
な
ん

［
四
］
和
光
に
出
て
は
立
田
の
神

［
渋
明
天
］
和
光
に
出
て
立
田
の
神

［
四
渋
天
］
ま
た
は
寳
山
く
り
か
ら
み
た
け

［
明
］
こ
ゝ
は
所
も
た
か
ら
の
み
や
ま

［
四
渋
天
］
お
と
ろ
か
し
た
て
ま
つ
れ
や

［
明
］
す
ゞ
し
め
奉
れ
や

［
四
］
か
し
は
け

［
渋
］
か
し
は

手けデ
（「
け
」
に
朱
の
抹
消
符
を
付
し
、右
に
「
デ
」
と
墨
書
、

左
に
「
手
」
と
朱
傍
記
）

［
明
天
］
か
し
は
手

【
７
ウ
】

［
四
］
雲
霧
晴
行
月
の

［
渋
明
天
］
雲
霧
晴
行
日
の

［
四
渋
天
］
あ
ま
の
み
ほ
こ
は

［
明
］
天
つ
御
矛
は

［
四
渋
天
］
和
光
同
塵
の
御
か
た
ち

［
明
］
和
光
同
塵
の
御
ち
か
ひ

［
四
渋
天
］
仏
法
流
布
の
国
た
る
へ
し
や
な

［
明
］
仏
法
流
布
の
た
め
た
る
べ
し
や
な

【
８
オ
】

［
四
］
此
御
鉾
を
う
つ
た
へ
て

［
渋
］
此
御
鉾
を
うた
づ
さ
へ
て
（「
う
」
に
抹
消
符
、「
た
」
と
傍
記
。「
づ
」

の
濁
点
も
後
筆
か
）

［
明
天
］
此
御
矛
を
た
づ
さ
へ
て
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［
四
］
則
み
ほ
こ
を
さ
し
お
ろ
し
た
ま
ひ

［
渋
］
則
御
鉾
を
指
お
ろ
し返
給
ひ
（「
返
」
と
傍
記
し
、
こ
の
一
節
を
繰
り

返
す
こ
と
を
示
す
）

［
明
天
］
即
御
矛
を
さ
し
お
ろ
し
、
即
御
矛
を
さ
し
お
ろ
し
給
ひ

［
四
］
紀
の
国
伊
勢
嶋
つ
く
し
四
海

［
渋
］
紀
伊の
國
伊
勢
嶋
筑
紫
四
國
（「
伊
」
の
左
に
「
の
」
と
傍
記
）

［
明
］
對
馬
壹
岐
嶋
筑
紫
の
國
々

［
天
］
き
の
國
伊
勢
し
ま
つ
く
し
四
國

【
８
ウ
】

［
四
］
大
八
嶋
の
国
と
な
つ
て

［
渋
］
大
八
嶋州
の
國
と
名
付
（「
嶋
」
の
左
に
「
州
」
と
傍
記
）

［
明
天
］
大
八
洲
の
國
と
名
付

［
四
渋
天
］
天
地
人
の
、
さ
ん
さ
い
と

［
明
］
皇
御
神
の
、
食
國
と

［
四
渋
天
］
さ
な
か
ら
け
は
し
き
あ
し
は
ら

［
明
］
さ
な
が
ら
し
げ
き
、
芦
原

［
四
渋
天
］
山
と
成
ぬ

［
明
］
山
と
な
る
を

【
９
オ
】

［
四
渋
天
］
あ
た
り
く
た
け
は

［
明
］
あ
た
り
く
だ
け
て

［
四
］
お
さ
ま
り
奉
り

［
渋
］
納
りめ
奉
り
（
二
字
目
の
「
り
」
に
抹
消
符
、「
め
」
と
傍
記
）

［
明
天
］
納
め
奉
り

【
９
ウ
】

［
四
］
ひ
の
物
の

［
渋
］
ひ
の

本物もと
の
（「
物
」
に
抹
消
符
、右
に
墨
で
「
も
と
」、左
に
朱
で
「
本
」

と
傍
記
）

［
明
天
］
ひ
の
も
と
の
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明
和
本
段
階
で
の
改
訂
が
著
し
い
曲
で
、
四
百
番
本
４
オ
や
６
ウ
か
ら

７
オ
に
か
け
て
の
部
分
な
ど
は
明
和
本
で
は
大
き
く
異
な
る
。
一
方
で
、

［
渋
］
の
本
文
が
四
百
番
本
と
異
な
り
明
和
本
と
一
致
す
る
箇
所
、
ま
た

［
渋
］
の
改
訂
後
の
本
文
が
明
和
本
と
一
致
す
る
箇
所
も
複
数
、
確
認
で

き
る
。
前
者
の
例
は
、
１
オ
「
當
今
」、
２
ウ
「
水
の
色
は
」、
３
ウ
「
荒

㐂姫
し
や
」、
５
オ
「
國
土
治
ま
り
て
」、
７
オ
「
和
光
に
出
て
」、
７
ウ
「
雲

霧
晴
行
日
の
」
な
ど
で
あ
る
。
後
者
の
例
は
、
３
オ
「
安
き
間
の
御
事
か

な
」「
此
方
へ
御
出
候
へ
」、３
ウ
「
當
社
の
謂
委
く
語
て
聞
せ
申
候
べ
し
」、

４
ウ
「
豊
芦
原
千
五
百
秋
瑞
穂
の
國
」「
御
鉾
を
改
め
て
」、
５
オ
「
民
を

治
め
え
て
」、
７
オ
「
そ
め
い
ろ
や
」
以
下
、
７
オ
「
か
し
は
手
」、
８
オ

「
則
御
鉾
を
指
お
ろ
し
」
の
返
し
、
９
オ
「
納
め
奉
り
」、
９
ウ
「
ひ
の
も

と
の
」
な
ど
で
あ
る
。
特
に
、
７
オ
「
そ
め
い
ろ
や
、
西
く
れ
な
ゐ
の
山

か
づ
ら
、か
ざ
す
紅
葉
の
、龍
田
ひ
め
」の
書
入
れ
は
、注
目
さ
れ
る
。［
渋
］

の
後
見
返
し
左
下
に
、
朱
陰
方
印
「
元
章
之
印
」
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
明

和
本
の
形
は
、
西
丸
献
上
識
語
本
に
近
い
本
文
を
、
大
き
く
改
訂
す
る
こ

と
で
成
立
し
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

 

天
明
四
年
刊
本
に
は
、
明
和
の
改
訂
を
も
と
に
近
い
形
に
戻
し
て
い
る

部
分
と
、
明
和
本
の
影
響
を
残
す
部
分
、
両
方
が
あ
る
。

◆
吉
野
天
人

＊
［
渋
］
渋
表
紙
一
番
綴
謡
本
「
吉
野
天
人
」（
80
／
17
）
識
語
「
十
月

廿
五
日
／
西
丸
ヘ
上
ル
」

＊
対
校
本

［
三
］
貞
享
三
年
九
月
林
和
泉
掾
刊
番
外
謡
本
（
三
百
番
本
）

［
明
］
明
和
二
年
六
月
出
雲
寺
和
泉
掾
刊
謡
本
（
81
／
2
／
11
）

［
天
］
天
明
四
年
六
月
山
本
長
兵
衛
刊
本
（
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
五
377
イ
）

【
１
オ
】（
以
下
［
三
］
の
丁
付
で
の
位
置
）

［
三
渋
天
］
花
の
雲
路
を

［
明
］
花
を
雲
路
の

［
三
渋
天
］
中
に
も
千
本
の
桜
を

［
明
］
中
に
も
嵐
山
の
千
本
の
桜
を

［
三
明
天
］
種━━
と
り
し

［
渋
］
種
と

りめとり
し
（「
め
」
を
朱
線
見
消
、
右
に
「
と
り
」
と
朱
傍
記
し
朱

線
で
見
消
、
左
に
「
り
」
と
朱
記
）
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【
１
ウ
】

［
三
渋
明
］
若
き
人
々
を

［
天
］
若
き
人
々
を
も

［
三
明
］
今

━
━
度
和
州
に

［
渋
］
此只
度今
は
和

此
　
度

州
に
（「
此
度
は
」
を
朱
線
見
消
、
右
に
「
只
今
」
と
朱

傍
記
し
朱
線
見
消
、
左
に
「
此
度
」
と
朱
傍
記
）

［
天
］
此
度
和
州
吉
野
に

［
三
］
色
香
に
そ
み
て

［
渋
］
色
香
に
そ
めむ
やて

（「
め
て
」
を
朱
線
見
消
、「
む
や
」
と
朱
傍
記
）

［
明
天
］
色
香
に
そ
む
や

［
三
渋
天
］
よ
る
ふ
り
け
る
か
花
い
ろ
の

［
明
］
夜
は
に
ふ
り
し
か
花
の
い
ろ

【
２
オ
】

［
三
渋
天
］
急
候
ほ
と
に

［
明
］（
ナ
シ
）

［
三
］
嶺
も
尾
上
も
皆
花
に
て
候

［
渋
明
天
］
峯
も
尾
上
も
花
に
て
候

［
三
］
分
入
は
や
と
存
候

［
渋
明
天
］
分
入
ば
や
と
思
ひ
候

［
三
］
此
よ
し
野
の
花
を

［
渋
明
天
］
此
三
吉
野
の
花
を

【
２
ウ
】

［
三
］
ふ
し
き
や
な

［
渋
明
天
］
又
見
申
せ
ば

［
三
］
そ
も
い
か
な
る
人
に
て
わ
た
り
候
そ

［
渋
］
い
か
な
る
人
に
て
御わた
り座
候
ぞ
（「
御
座
」
を
朱
線
見
消
、「
わ
た
り
」

と
朱
傍
記
）

［
明
天
］
い
か
な
る
人
に
て
わ
た
り
候
ぞ
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［
三
渋
天
］
春
た
つ
山
に
日
を
送
り
、
さ
な
か
ら
花
を
と
も
と
し
て
、
山

野
に

［
明
］
春
に
し
な
れ
ば
咲
花
を
、
さ
な
が
ら
お
の
が
友
と
し
て
、
山
路
に

【
３
オ
】

＊
［
三
］
３
オ
５
行
目
「
見
も
せ
ぬ
ひ
と
や
は
な
の
と
も
」
以
下
、
３
ウ

６
行
目
「
い
さ
な
れ
〳
〵
て
な
か
め
ん
」
ま
で
、［
明
］
は
「
花
に
そ
む

な
る
心
と
て
」
以
下
の
異
文
（
本
文
掲
出
は
省
略
）。［
渋
］［
天
］
は
ほ

ぼ
［
三
］
と
同
文
だ
が
、［
三
］「
い
さ
な
れ
〳
〵
て
な
か
め
ん
」
を
［
渋
］

［
天
］
は
「
い
ざ
〳
〵
馴
て
詠
め
ん
」
と
す
る
。

【
４
オ
】

［
三
渋
天
］
い
よ
〳
〵
ふ
し
む
に
こ
そ
候
へ

［
明
］
わ
き
て
心
の
ま
し
ま
す
や
ら
ん

［
三
］
上
界
の
天
人
な
る
か

［
渋
］
上
界
の
天
人
な
る
が
（「
上
界
の
」
朱
線
見
消
）

［
明
天
］
天
人
な
る
が

［
三
］
此
は
な
の
こ
す
ゑ
を
宿
り
と
し
て
、
唯
今
こ
ゝ
に
参
り
た
り
、
今

夜
は

［
渋
］
寔
に
妙
な
る
花
の
気
色
、
心
△
花
に引

れ
て
来
り
た
り
、
今
宵
は
（「
心
」

ま
で
朱
線
見
消
、「
△
花
に
」
と
朱
傍
記
。「
来
り
た
り
」
は
胡
粉
抹
消
跡

に
上
書
、
胡
粉
下
の
も
と
の
最
初
の
二
字
「
天
降
」
か
）

［
明
天
］
花
に
ひ
か
れ
て
来
り
た
り
、
今
宵
は

【
４
ウ
】

［
三
］
其
い
に
し
へ
の
五
節
の
舞
、
其
小
忌
衣
は
そ
て
を
か
へ
し

［
渋
］
其我友
人
を
と
も
な
ひ
つ
ゝ

小
忌
衣
の
羽
袖
を
返
し

其
い
に
し
へ
の
五
節
の
ま
ひ
小
忌
の
衣
の
は
袖
を
か
へ
し

（「
羽
」
は
墨
で
追
記
。
全
体
を
朱
線
見

消
、
右
に
「
我
友
人
を
と
も
な
ひ
つ
ゝ
」
と
朱
傍
記
、
左
に
「
其
い
に
し

へ
の
五
節
の
ま
ひ
小
忌
の
衣
の
は
袖
を
か
へ
し
」
と
朱
傍
記
）

［
明
］
其
い
に
し
へ
の
五
節
の
ま
ひ
、
あ
ま
つ
羽
衣
袖
を
返
し

［
天
］
其
い
に
し
へ
の
五
節
の
ま
ひ
、
小
忌
の
衣
の
は
袖
を
返
し

［
三
］
月
の
夜
遊
に

［
渋
明
天
］
月
の
夜
遊
を
（［
渋
］
は
「
月
の
夜
遊
に
」
の
「
に
」
の
右
に

「
を
」
と
朱
傍
記
、
そ
の
全
体
を
胡
粉
で
抹
消
し
「
を
」
と
上
書
）
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【
５
オ
】

［
三
渋
天
］
是
お
さ
ま
れ
る
、
御
代
と
か
や

［
明
］
是
聖
代
の
た
め
し
か
や

［
三
］
鞨
皷
や
笛
竹
の

［
渋
］
鞨
鼓
や
、
糸
竹
の
（「
糸
」、
も
と
は
「
笛
」
と
あ
る
字
を
胡
粉
で

抹
消
し
上
書
）

［
明
］
か
つ
こ
、
と
り
〳
〵
の

［
天
］
か
つ
こ
や
糸
た
け
の

［
三
渋
天
］
声
澄
渡
る
春
風
の

［
明
］
聲
す
み
わ
た
る
、
春
風
に

［
三
］
天
津
乙
女
の
ま
の
あ
た
り
、
天
く
た
る
こ
そ
ふ
し
き
な
れ

［
渋
］
天
津
乙
女
の
ま羽
袖
を

の
あ
たかへ

し
花
に
た
わ
ふ
れ
舞
ふ
と
か
や

り
、
天
降
る
こ
そ
、
不
思
議
な
れ

（「
ま
の
あ
た
り
」
以
下
、
朱
線
見
消
。
右
に
「
羽
根
袖
を
」、
左
に
「
か

へ
し
花
に
た
わ
ふ
れ
舞
ふ
と
か
や
」
と
朱
傍
記
）

［
明
天
］
天
津
處
女
の
羽
袖
を
返
し
、
花
に
た
は
ふ
れ
、
ま
ふ
と
か
や

［
三
］
天
女
は
幾
度

［
渋
天
明
］
乙
女
は
い
く
た
ひ
（［
渋
］
は
「
天
女
」
の
「
天
」
を
胡
粉
で

抹
消
し
「
乙
」
と
上
書
）

【
５
ウ
】

［
三
渋
天
］
実
も
う
へ
な
き

［
明
］
実
た
ぐ
ひ
な
き

　

吉
野
天
人
は
、
明
和
本
で
の
改
訂
が
そ
れ
ほ
ど
大
規
模
で
は
な
い
。
西

丸
献
上
識
語
本
（［
渋
］）
の
本
文
が
三
百
番
本
と
異
な
り
明
和
本
と
一
致

す
る
箇
所
、
ま
た
［
渋
］
の
改
訂
後
の
本
文
が
明
和
本
と
一
致
す
る
箇
所

も
複
数
、確
認
で
き
る
。前
者
の
例
は
、２
オ「
峯
も
尾
上
も
花
に
て
候
」「
分

入
ば
や
と
思
ひ
候
」「
此
三
吉
野
の
花
を
」、
２
ウ
「
又
見
申
せ
ば
」
な
ど

で
あ
る
。
後
者
の
例
は
、
１
ウ
「
色
香
に
そ
む
や
」、
２
ウ
「
い
か
な
る

人
に
て
わ
た
り
候
ぞ
」、
４
オ
の
「
上
界
の
」
削
除
、
４
ウ
「
花
に
引
れ

て
来
り
た
り
、
今
宵
は
」、
４
ウ
「
月
の
夜
遊
を
」、
５
オ
「
天
津
乙
女
の

羽
袖
を
か
へ
し
花
に
た
わ
ふ
れ
舞
ふ
と
か
や
」「
乙
女
は
い
く
た
ひ
」
な

ど
で
あ
る
。天
明
四
年
刊
本
で
明
和
の
改
訂
を
元
に
戻
し
て
い
る
箇
所
は
、

三
百
番
本
よ
り
は
西
丸
献
上
識
語
本
の
方
に
近
い
。
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な
お
、［
渋
］は
西
丸
献
上
識
語「
十
月
廿
五
日
／
西
丸
ヘ
上
ル
」の
後
に
、

元
禄
十
年
二
月
三
日
の
柳
沢
出
羽
守
保
明
（
吉
保
）
邸
へ
の
綱
吉
御
成
の

際
、
初
め
て
観
世
大
夫
重
記
が
吉
野
天
人
を
務
め
た
際
の
番
組
を
朱
書
す

る
。

五
、
西
丸
献
上
識
語
を
持
た
な
い
関
連
謡
本

　

最
後
に
、
西
丸
献
上
識
語
を
持
た
な
い
も
の
の
、
末
尾
に
「
享
保
十
四

年
九
月
廿
六
日　

清
親
」
と
朱
書
さ
れ
て
い
る
紺
表
紙
一
番
綴
謡
本
「
谷

行
」
の
本
文
を
検
討
す
る
。
対
校
本
に
は
、
元
禄
三
年
六
月
山
本
長
兵
衛

刊
本
と
、
明
和
改
正
謡
本
を
用
い
る
。

◆
谷
行

＊
［
紺
］
紺
表
紙
一
番
綴
謡
本
「
谷
行
」（
3
／
6
／
12
）

【
１
オ
】

［
元
］
都
今
熊
野

［
紺
明
］
今
熊
野

［
元
］
師
の
阿
闍
梨

［
紺
明
］
帥
の
阿
闍
梨

［
元
］
弟
子
を
一
人

［
紺
明
］
都
に
弟
子
を
一
人
（［
紺
］
は
「
都
に
」
を
朱
線
で
見
消
に
し
て
、

墨
で
「
都
に
」
と
傍
記
）

［
元
］
名
を
は
松
若
と
申
候

［
紺
明
］（
ナ
シ
）

［
元
］
い
ま
た
幼
く
候
ほ
と
に
、
母
の
か
た
に
そ
へ
置
て
候

［
紺
明
］
母
は
か
り
に
添
て
候

【
１
ウ
】

［
元
明
］
嶺
入
を
仕
候
程
に

［
紺
］
峯
入
を
仕
候
間

［
元
］
誰
に
て
渡
り
候
そ
、
や
、
師
匠
の
御
出
に
て
候

［
紺
明
］
誰
に
て
御
入
候
そ
、
や
、
師
匠
の
御
出
に
て
候
よ
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［
元
］
如
何
に
松
若
殿

［
紺
］
い
か
に
松
若

［
明
］
如
何
に
花
若

＊
［
元
紺
］
が
「
松
若
」
と
す
る
所
、［
明
］
は
全
て
「
花
若
」
で
あ
り
、

以
下
こ
の
点
の
み
の
校
異
の
掲
出
は
省
略
す
る
。

［
元
］
母
御
の
風
の
心
地
に
御
入
候
程
に
、
ひ
さ
し
く
参
ら
す
候

［
紺
明
］
母
御
の
風
の
心
ち
に
て
候
程
に
参
ら
す
候

【
２
オ
】

［
元
］
先
々
某
参
り
た
る
由

［
紺
明
］
先
々
某
か
参
り
た
る
由
（［
紺
］
は
最
初
の
四
字
「
先
々
愚某僧
か
」

の
よ
う
に
朱
で
見
消
改
訂
）

［
元
］
畏
て
候

［
紺
明
］（
ナ
シ
）

＊
子
方
の
台
詞
。［
元
］
２
オ
に
も
う
一
箇
所
あ
る
が
い
ず
れ
も
［
紺
明
］

に
は
ナ
シ
。

［
元
明
］
此
方
へ
御
入
候
へ

［
紺
］
此
方
へ
御
出入
候
へ
（
朱
線
で
見
消
し
朱
傍
記
）

＊
子
方
の
台
詞
。

［
元
］
久
し
く
参
ら
す
候
ひ
て
唯
今
参
り
候
へ
は
、

［
紺
明
］
久
敷
参
ら
す
候

［
元
］
御
痛
は
り
の
よ
し
松
若
殿
仰
ら
れ
候
、
扨
何
と
御
座
候
そ

［
紺
明
］
又
松
若
申
さ
れ
候
は
、
風
の
心
ち
の
由
承
候
、
い
か
様
に
御
座

候
そ
（「
松
若
」、［
明
］
は
「
花
若
」）

【
２
ウ
】

［
元
］
さ
む
候
少
こ
ゝ
も
能
候
程
に

［
紺
明
］
風
の
心
地
は
早
苦
し
か
ら
す
候

［
元
］
扨
は
御
心
易
存
候
、
又
唯
今
参
る
事
余
の
儀
に
あ
ら
す

［
紺
明
］
扨
は
目
出
度
候
、
又
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［
元
］
御
峯
入
と
や
ら
ん
は
、
こ
と
な
る
御
行
儀
と
こ
そ
承
り
て
候
へ

［
紺
明
］
実
々
峯
入
と
や
ら
ん
は
大
事
の
行
と
こ
そ
承
り
て
候
へ
（［
紺
］

「
て
」
は
朱
傍
記
）

［
元
］
さ
て
松
若
は

［
紺
］
扨
松
若
も
（「
松
若
」、［
明
］
は
「
花
若
」）

【
３
オ
】

［
元
］
い
や
〳
〵
難
行
捨
身
の
行
に
て
候
程
に

［
紺
明
］（
ナ
シ
）

［
元
］
幼
き
人
の
供
す
へ
き
道

［
紺
明
］
稚
者
の
供
す
へ
き
道

［
元
］
扨
は
御
心
易
う
候
、
め
て
た
ふ
や
か
て
御
出
あ
ら
ふ
す
る
に
て
候

［
紺
明
］
扨
は
目
出
度
頓
て
御
帰
り
候
へ

［
元
］
い
か
に
松
若
殿
、
母
御
に
よ
く
つ
き
そ
ひ
い
た
は
り
御
申
候
へ
、

や
か
て
罷
出
ふ
す
る
に
て
候

［
紺
明
］（
ナ
シ
）

【
３
ウ
】

［
元
］
い
か
に
師
匠
に
申
へ
き
事
の
候

［
紺
明
］
い
か
に
申
へ
き
事
の
候

［
元
］
御
供
申
候
へ
し

［
紺
明
］
御
供
申
さ
う
す
る
に
て
候

［
元
］
い
や
〳
〵
唯
今
母
御
に
申
こ
と
く

［
紺
明
］
い
や
唯
今
も
母
御
に
申
候
こ
と
く
（［
紺
］
の
「
も
」「
候
」
は

朱
傍
記
）

［
元
］
其
上
母
御
の
風
の
心
地

［
紺
明
］
其
上
母
の
風
の
心
地

【
４
オ
】

［
元
］
い
や
母
御
の
御
痛
は
り
に
て
候
程
に
、
御
祈
の
為
に
御
供
申
候
へ

し
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［
紺
］
い
や
母
の
風
の
心
ち
に
て
候
へ
は
こ
そ
、
御
祈
り
の
為
に
参
ら
ふ

す
る
に
て
候

［
明
］
は
ゝ
の
風
の
心
ち
に
て
候
へ
ば
、
御
祈
の
た
め
に
殊
更
ま
い
り
た

う
候

［
元
］
扨
は
孝
行
の
た
め
に
仰
ら
れ
候
な
、
是
も
又
尤
に
て
候
程
に

［
紺
明
］（
ナ
シ
）

［
元
］
さ
ら
は

［
紺
明
］
さ
あ
ら
は

［
元
］
松
若
殿
の
仰
ら
れ
候
は
、
峯
入
の
供
せ
う
す
る
由
申
さ
れ
候
程
に

［
紺
明
］
松
若
峯
入
の
供
せ
う
す
る
由
申
さ
れ
候
間
（「
松
若
」、［
明
］
は

「
花
若
」）

【
４
ウ
】

［
元
］
以
前
も
申
候
こ
と
く
、
お
も
ひ
も
よ
ら
ぬ
由
申
て
候
へ
は

［
紺
明
］（
ナ
シ
）

［
元
］
母
御
の
御
祈
の
た
め
に
峯
入
し
た
き
よ
し
仰
候
、
何
と
御
座
候
へ

き［
紺
明
］
母
御
の
風
の
御
心
地
と
云
、
難
行
捨
身
の
道
と
申
、
旁
叶
ふ
ま

し
き
由
申
候
へ
は
、
御
祈
り
の
為
に
供
す
へ
き
由
申
さ
れ
候
、
い
か
ゝ
候

へ
き

［
元
］
峯
入
の
御
供
申
さ
む
社

［
紺
明
］
峯
入
の
御
供
申
さ
ん
事
こ
そ

【
５
オ
】

［
元
］
唯
々
思
ひ
と
ま
り
候
へ

［
紺
明
］
唯
思
ひ
留
り
候
へ

［
元
］
心
を
と
め
て
御
身
に
つ
か
へ

［
紺
明
］（
ナ
シ
）

【
５
ウ
】

［
元
］
帰
る
さ
の
心
を
と
め
て

［
紺
明
］
帰
る
さ
の
心
を
添
て
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［
元
紺
］
や
か
て
急
く
や
足
曳
の

［
明
］
頓
早
む
る
足
曳
の

【
６
オ
】

［
元
］
ワ
キ
如
何
に
面
々
へ
申
候
、
松
若
峯
入
の
供
せ
う
す
る
よ
し
申
候
程

に
、
俄
に
召
つ
れ
て
候
、
い
ま
た
幼
き
も
の
に
て
候
間
痛
は
り
て
給
り
候

へ　
小
先
達
近
比
め
て
た
う
候

［
紺
］（
ナ
シ
）

［
明
］
ワ
キ
諸
人
の
為
に
と
思
ひ
入
峯
は
、
岩
間
も
法
の
、
直
路
か
な

【
６
ウ
】

［
元
紺
］
け
ふ
思
た
つ
道
埜
へ
の

［
明
］
今
思
立
道
邊
の

［
元
］
唯
孝
行
の
神
力
に

［
紺
明
］
唯
孝
行
の
信
力
に

【
７
オ
】

［
元
紺
］
け
ふ
の
ゆ
ふ
へ
な
れ

［
明
］
ふ
ゆ
の
、
夕
な
れ

【
７
ウ
】

［
元
］
急
候
程
に
、
是
は
は
や
葛
城
一
の
む
ろ
に
着
て
候
、
此
所
に
て
心

し
つ
か
に
御
休
み

［
紺
明
］
程
も
な
く
是
は
ゝ
や
一
の
む
ろ
に
着
て
候
、
暫
く
是
に

［
元
］
師
匠
に
申
へ
き
事

［
紺
明
］
申
へ
き
事

［
元
］
此
道
に
て
左
様
の
事
を
は
申
さ
ぬ
事
に
て
候
そ

［
紺
明
］
此
道
に
出
て
左
様
の
事
は
申
さ
ぬ
事
に
て
候

【
８
オ
】

［
元
］
旅
の
つ
か
れ
に
て
候
へ
し
、
御
心
易
く
思
召
候
へ

［
紺
］道旅
の
草ツカ
レ臥

に
て
有
へ
し
、能
々
休
み
候
へ（「
道
」「
草
臥
」朱
線
見
消
、

「
旅
」「
ツ
カ
レ
」
と
朱
傍
記
）

［
明
］
旅
の
つ
か
れ
に
て
在
べ
し
、
よ
く
〳
〵
休
候
へ
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［
元
］
松
若
殿
道
よ
り
風
の
こ
ゝ
ち
と
仰
ら
れ
候

［
紺
］
松
若
殿
の
道
よ
り風

の
心
ち
の
由
承
候
（「
の
」
朱
線
見
消
、「
道
よ
り
」

と
朱
傍
記
）

［
明
］
花
若
殿
風
の
心
ち
の
よ
し
承
候

［
元
］
御
心
え
な
く
候
程
に
、
先
達
へ
尋
申
さ
は
や
と
存
候

［
紺
明
］
先
達
に
問
申
さ
う
す
る
に
て
候

［
元
］
も
つ
共
に
て
候

［
紺
明
］
承
候

［
元
］
小
先
達
い
か
に
先
達
へ
申
へ
き
事
の
候　
ワ
キ
何
事
に
て
候
そ

［
紺
明
］（
ナ
シ
）

［
元
］
松
若
殿
道
よ
り
風
の
こ
ゝ
ち
の
由
承
候
何
と
御
座
候
そ

［
紺
明
］
松
若
殿
風
の
心
地
と
承
候
は
、
何
と
御
入
候
そ
、
御
心
許
な
く

候
（「
松
若
」、［
明
］
は
「
花
若
」）

【
８
ウ
】

［
元
］
旅
の
つ
か
れ
に
て
候

［
紺
明
］
旅
の
疲
れ
に
て
有
け
に
候

［
元
］
御
心
易
く
思
召
れ
候
へ

［
紺
明
］（
ナ
シ
）

［
元
］
能
痛
は
り
申
さ
れ
候
へ

［
紺
明
］（
ナ
シ
）

【
９
オ
】

［
元
］
さ
む
候
唯
今
其
由
を
尋
ね
申
て
候
へ
は
～
（
中
略
）
～
大
法
に
任

せ
谷
行
に
を
こ
な
ひ
申
さ
れ
候
へ
（
９
オ
２
行
目
～
９
ウ
２
行
目
）

［
紺
明
］（
ナ
シ
）

【
９
ウ
】

［
元
］
さ
ら
は
其
由
を
申
さ
う
す
る
に
て
候
、
い
か
に
先
達
へ
申
候

［
紺
明
］
さ
ら
は
先
達
へ
其
由
申
さ
う
す
る
に
て
候
、い
か
に
申
候
（［
紺
］

「
其
由
」
左
傍
記
）
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［
元
］
旅
の
御
草
臥
の
よ
し
仰
候
か

［
紺
］
道旅
の
草
臥
と
承
候
か
（「
道
」
朱
線
見
消
、「
旅
」
と
朱
傍
記
）

［
明
］
旅
の
つ
か
れ
と
承
候
が

［
元
］
以
外
に
見
え
さ
せ
給
ひ
て
候
に

［
紺
明
］
以
外
に
見
え
さ
せ
給
て
候

【
10
オ
】

［
元
］
何
と
て
大
法
の
こ
と
く
谷
行
に
は
行
ひ
申
さ
れ
候
は
ぬ
そ
、
か
や

う
の
事
を
は
先
達
よ
り
社
仰
ら
れ
候
へ
き
に
、
然
る
へ
か
ら
さ
る
由
各
申

さ
れ
候
痛
は
し
な
か
ら
谷
行
に
を
こ
な
ひ
申
さ
う
す
る
に
て
候

［
紺
明
］
憚
多
き
申
事
に
て
候
へ
共
、
昔
よ
り
の
大
法
に
て
候
へ
は
、
谷

行
に
行
ひ
申
さ
う
す
る
由
皆
々
申
さ
れ
候

【
10
ウ
】

［
元
］
中
々
の
事

［
紺
明
］
さ
ん
候

［
元
］
念
比
に
申
聞
せ
う
す
る
に
て
候
間
す
こ
し
の
い
と
ま
を
給
は
り
候
へ

［
紺
明
］
懇
に
申
聞
せ
う
す
る
に
て
候

［
元
］
心
得
申
候
、
暫
く
待
申
さ
う
す
る
に
て
候

［
紺
明
］
尤
に
て
候

［
元
］
此
道
に
い
り
て

［
紺
明
］
此
道
に
出
て

【
11
オ
】

［
元
］
忽
に
命
を
失
ふ
事

［
紺
明
］
忽
ち
命
を
失
ふ
事

［
元
］
返
々
も
進
退
極
り
て
候

［
紺
］
進
退
究
つ
て
候
（「
つ
」
朱
抹
消
符
）

［
明
］
進
退
極
り
て
候

［
元
］
い
の
ち
を
う
し
な
は
ん
事

［
紺
明
］
命
を
捨
ん
事
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［
元
］
ひ
と
つ
心
に
か
ゝ
る
事
は

［
紺
明
］（
ナ
シ
）

【
11
ウ
】

［
元
］
皆
御
名
残
こ
そ

［
紺
明
］
皆
人
々
に
御
名
残
こ
そ

［
元
］
涙
に
む
せ
ふ
心
そ
悲
し
き

［
紺
明
］
涙
に
咽
ふ
心
そ
哀
な
る

［
元
］
み
や
う
け
ん
わ
た
く
し
な
き
故
に
、
谷
行
に
社
行
ひ
け
れ

［
紺
］
明
鑑
私
な
き
儘
に
、
谷
行
に
こ
そ
行
ひ
け
れ

［
明
］
明
鑑
私
な
き
ま
ゝ
に
、
谷
行
の
用
意
を
な
し
に
け
り

【
12
オ
】

［
元
紺
］
先
達
も
師
弟
の
契
り
の
中

［
明
］
先
達
は
師
弟
の
契
の
中

【
12
ウ
】

［
元
］
如
夢
幻
泡
影
如
露
亦
如
雷

［
紺
明
］
如
夢
幻
泡
影
如
露
亦
如
電

【
13
オ
】

［
元
］
皆
面
々
に
思
ひ
き
る

［
紺
明
］
皆
面
々
に
思
ひ
き
り

【
13
ウ
】

［
元
］
や
、
は
や
夜
か
明
て
候
、
急
て
御
立
あ
ら
ふ
す
る
に
て
候

［
紺
］
早
日
の
た
け
て
候
、
急
き
御
立
有
う
す
る
に
て
候

［
明
］
早
夕
方
に
な
り
て
候
、
御
立
あ
ら
う
ず
る
に
て
候

［
元
］
仰
承
候

［
紺
明
］（
ナ
シ
）

［
元
］
唯
急
い
て
御
た
ち
候
へ

［
紺
明
］（
ナ
シ
）
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［
元
］
彼
者
の
母
に
は
何
と
申
す
へ
き

［
紺
明
］
彼
者
の
母
に
は
何
と
申
へ
き
そ

［
元
］
所
詮
病
気
も
歎
き
も
同
し
事
に
て
候
程
に

［
紺
］
所
詮
歎病気
も
異歎例
も
同
事
に
て
候
へ
は
（
い
ず
れ
も
墨
線
見
消
、
墨

で
傍
記
）

［
明
］
所
詮
病
気
も
歎
も
同
事
に
て
候
へ
ば

【
14
オ
】

［
元
］
谷
行
に
行
ひ
て
給
り
候
へ

［
紺
明
］
谷
行
に
行
ふ
て
給
は
り
候
へ

［
元
］
先
達
の
仰
候
は

［
紺
明
］
先
達
の
仰
に
は

［
元
］
我
を
も
谷
行
に
行
へ
と
て
歎
伏
て
御
座
候
、
扨
是
は
何
と
仕
候
へ

き［
紺
］
先
達
を
も
谷
行
に
行
ひ
申
せ
と
仰
候
、
扨
何
と
仕
候
へ
き

［
明
］
先
達
を
も
谷
行
に
行
ひ
申
せ
と
仰
候
、
何
と
仕
候
べ
き

【
14
ウ
】

［
元
］
二
度
そ
せ
い
さ
せ
申
さ
う
す
る
と
存
候

［
紺
明
］
二
度
蘇
生
さ
せ
申
さ
う
す
る
に
て
候

［
元
］
実
々
是
は
仰
尤
に
て
候
、
さ
ら
は
其
由
を
先
達
へ
申
候
へ
し

［
紺
明
］
是
は
尤
に
て
候

【
15
オ
】

［
元
］
二
度
そ
せ
い
さ
せ
申
さ
う▕

す
る
と

［
紺
］
蘇
生
さ
せ
申
さ
う
す
る
由と
（「
由
」
に
「
と
」
と
墨
で
傍
記
し
、「
と
」

を
墨
線
で
見
消
）

［
明
］
蘇
生
さ
せ
申
さ
う
ず
る
よ
し

［
元
］
左
様
の
事

［
紺
明
］
左
様
の
事
こ
そ

［
元
］
面
々
の
行
徳
も
か
様
の
た
め
に
て
社
候
へ

［
紺
明
］（
ナ
シ
）
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【
15
ウ
】

［
元
］
し
つ
し
や
の
鬼
神

［
紺
明
］
使
者
の
鬼
神

【
16
ウ
】

［
元
］
す
な
は
ち
師
匠
に
あ
た
へ
た
ま
ひ

［
紺
明
］（
ナ
シ
）

【
17
オ
】

［
元
］
の
ほ
る
や
た
か
ま
の

［
紺
明
］
上
る
は
高
天
の

　

谷
行
の
場
合
、
清
親
奥
書
本
と
、
明
和
改
正
謡
本
の
本
文
が
近
い
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
。
元
禄
三
年
六
月
刊
本
と
清
親
奥
書
本
が
「
松
若
」
と

す
る
所
を
、
明
和
本
は
全
て
「
花
若
」
と
し
て
い
る
よ
う
な
点
は
、
明
和

本
成
立
に
至
る
最
終
段
階
で
の
改
訂
と
み
ら
れ
る
が
、
奥
書
の
年
記
、
享

保
十
四
年
九
月
段
階
で
の
観
世
清
親
の
本
文
と
明
和
本
が
か
な
り
近
い
。

本
書
は
西
丸
献
上
識
語
が
な
く
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
他
本
と
は
異

な
る
も
の
の
、
表
紙
や
筆
跡
に
よ
っ
て
西
丸
献
上
識
語
を
持
つ
本
と
の
関

連
が
う
か
が
え
、
上
部
余
白
に
出
典
考
証
と
し
て
和
歌
等
を
記
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
観
世
元
章
手
沢
本
の
可
能
性
が
高
い
。
江
戸
城
西
丸
へ
の

謡
本
献
上
が
多
く
確
認
さ
れ
る
享
保
十
四
年
の
清
親
奥
書
を
持
つ
点
で

も
、
本
文
が
こ
れ
ほ
ど
明
和
本
に
近
似
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

六
、
小
括

　

前
稿
で
述
べ
て
き
た
通
り
、
観
世
文
庫
に
伝
わ
る
西
丸
献
上
識
語
を
持

つ
謡
本
写
本
は
、
外
組
所
収
曲
を
主
と
し
て
お
り
、
江
戸
城
西
丸
に
い
た

将
軍
嗣
子
の
家
重
に
対
し
て
観
世
清
親
が
献
上
し
た
謡
本
の
控
え
と
考
え

ら
れ
る
。
西
丸
献
上
の
時
期
は
享
保
十
四
年
前
後
と
推
測
さ
れ
る
が
、
最

初
に
書
か
れ
た
後
に
見
消
・
胡
粉
・
傍
記
・
貼
紙
な
ど
に
よ
る
本
文
改
訂

が
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
改
訂
が
ど
の
段
階
の
も
の
な
の
か
、

清
親
時
代
に
大
久
保
往
忠
な
ど
幕
府
側
の
人
物
と
改
訂
案
を
相
談
す
る
中

で
書
入
れ
ら
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
寛
延
・
宝
暦
年
間
頃
に
な
っ
て
か
ら

観
世
元
章
が
改
訂
し
た
の
か
、
判
然
と
し
な
い
こ
と
も
あ
る
。
た
だ
し
、

宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
に
十
代
将
軍
と
な
る
徳
川
家
治
の
正
室
五
十
宮

倫
子
の
名
前
を
憚
っ
た
「
急
」
字
の
改
訂
が
、
西
丸
献
上
識
語
本
に
は
う
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か
が
え
ず
、
ま
た
明
和
改
正
謡
本
と
も
本
文
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と

が
、
こ
れ
ら
の
改
訂
の
時
期
を
あ
る
程
度
、
示
唆
し
て
い
る
。
観
世
元
章

の
印
記
が
あ
る
の
は
一
部
だ
が
、
表
紙
な
ど
の
共
通
性
や
考
証
の
書
入
れ

な
ど
を
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
の
謡
本
は
全
て
十
四
世
清
親
か
ら
十
五
世
元

章
に
受
け
継
が
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

明
和
改
正
謡
本
に
お
け
る
改
訂
の
規
模
に
比
べ
る
と
、
西
丸
献
上
識
語

本
の
本
文
に
う
か
が
え
る
前
代
の
本
文
と
の
距
離
は
大
き
く
な
い
も
の
だ

が
、
そ
れ
で
も
あ
る
程
度
の
本
文
の
変
化
を
、
具
体
的
に
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
た
（
対
校
に
用
い
た
元
禄
三
年
六
月
刊
本
を
観
世
大
夫
の
関
わ
っ

た
正
式
な
本
文
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
一
つ
の
指
標
に
は
な
る
と

考
え
る
）。

　

ま
た
、
本
稿
で
検
討
し
た
曲
の
中
で
も
、
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
五
番

綴
謡
本
の
「
松
山
鏡
」、渋
表
紙
一
番
綴
謡
本
の
「〔
巻
絹
〕」「〔
逆
鉾
〕」「
吉

野
天
人
」
の
検
討
結
果
は
、
明
和
改
正
謡
本
の
本
文
が
西
丸
献
上
識
語
本

に
近
い
形
の
本
文
を
改
訂
す
る
こ
と
に
よ
り
成
立
し
た
可
能
性
を
う
か
が

わ
せ
る
。
前
稿
（
一
）
～
（
三
）
の
中
で
、
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
謡
本

の
「〔
東
方
朔
」」（
二
種
あ
る
う
ち
特
に
七
番
綴
本
）
と
「
知
章
」、
紺
表

紙
謡
本
の
「
岩
舩
」「
土
蜘
蛛
」「〔
小
鍛
冶
〕」
の
五
曲
に
つ
い
て
、
同
様

に
明
和
本
の
前
段
階
に
あ
っ
た
本
文
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
と
し
て
評
価

し
た
が
、
こ
れ
に
四
曲
を
加
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
残
さ
れ
た
課
題
も
多

い
が
、西
丸
献
上
識
語
本
は
享
保
年
間
の
観
世
流
謡
曲
の
公
的
な
本
文
と
、

そ
の
周
辺
で
の
改
訂
の
形
跡
を
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
明
和
改
正
謡
本
の

前
段
階
の
本
文
を
考
え
る
際
に
重
要
な
謡
本
の
一
群
と
し
て
も
評
価
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

注１ 

拙
稿
「
享
保
期
の
江
戸
城
西
丸
へ
の
謡
本
献
上
と
謡
曲
改
訂
（
一
）

（
二
）（
三
）」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
五
四
～
五
六
、
二
〇
二
〇
年
二

月
～
二
二
年
二
月
）。

２ 

拙
稿
「
観
世
元
章
手
沢
・
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
一
番
綴
謡
本
の
周

辺
」（『
観
世
元
章
の
世
界
』
檜
書
店
、
二
〇
一
四
年
六
月
）
に
お
い

て
も
「
御
裳
濯
川
」
と
し
て
い
る
が
、
訂
正
す
る
。

３ 

表
章
『
観
世
流
史
参
究
』（
檜
書
店
、二
〇
〇
八
年
）「
⑳
十
二
世
「
左

門
」（
三
郎
次
郎
）
重
賢
（
周
雪
）」。

４ 
伊
藤
正
義
編
『
版
本
番
外
謡
曲
集
』（
臨
川
書
店
、
一
九
九
〇
年
）

の
影
印
に
拠
っ
た
。

５ 

『
観
世
文
庫
所
蔵
能
楽
資
料
解
題
目
録
』（
檜
書
店
、
二
〇
二
一
年
）

で
は
、「
江
戸
初
期
写
列
帖
装
謡
本
「
松
山
鏡
」」
と
し
て
立
項
。
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６ 

野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
編「
観
世
宗
家
所
蔵
文
書
目
録（
付

解
題
）」（『
観
世
』
三
九
巻
四
号
～
四
四
巻
二
号
、
一
九
七
二
～
七

七
年
）。

７ 

前
掲
注
３
に
示
し
た
『
観
世
流
史
参
究
』「
⑳
十
二
世
「
左
門
」（
三

郎
次
郎
）
重
賢
（
周
雪
）」
に
指
摘
が
あ
る
。

８ 

観
世
文
庫
2
／
7
／
10
。『
観
世
文
庫
蔵 

室
町
時
代
謡
本
集
』（
財

団
法
人
観
世
文
庫
、
一
九
九
七
年
）
所
収
。

９ 

表
章
『
鴻
山
文
庫
本
の
研
究 
謡
本
の
部
』
わ
ん
や
書
店
、
一
九
六

五
年
）。

10 

演
能
記
録
に
つ
い
て
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
連
歌
・
演
能
・
雅

楽
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照
し
た
。

11 

表
章
『
観
世
流
史
参
究
』（
檜
書
店
、二
〇
〇
八
年
）「
㉑
十
三
世
「
織

部
」
重
記
（
滋
章
）」。


